
翻
刻
『
俳
譜
歳
時
記
』
（
十
1
i
1
）

播
　
本
　
眞
　
一

は

じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

　
本
稿

は
、
「
翻
刻
『
俳
譜
歳
時
記
』
（
一
）
」
～
「
同
（
十
二
）
」
に

続

き
、
曲
亭
馬
琴
（
一
七
六
七
～
一
八
四
八
）
が
享
和
三
年
（
一
八
〇

111）
に

刊
行

し
た
『
俳
譜
歳
時
記
』
（
二
巻
二
冊
、
横
本
）
を
翻
刻
す

る
も
の
で
あ
る
。
今
回
は
紙
幅
の
都
合
で
、
下
冊
「
秋
之
部
」
二
百
四

丁
オ
モ
テ
十
三
行
目
か
ら
「
冬
之
部
」
二
百
二
十
四
丁
ウ
ラ
四
行
目
ま

で

を
対
象
と
し
た
。
凡
例
な
ど
は
前
記
拙
稿
（
一
）
を
参
照
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

『
俳
諸
歳
時
記
』
翻
刻

俳
譜
歳
時
記
秋
之
部
　
江
戸
　
曲
亭
主
人
纂
輯

鳴
滝
祭
　
廿
八
日
　
鎮
守
の
社
、
洛
西
仁
和
寺
の
西
北
、
鳴
滝
に
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
も
と

諸
神
記
に
云
〈
王
城
の
守
護
三
十
番
神
右
白
虎
の
八
神
〉
、
高
雄
の
埜
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
う

鳴
滝
川
の
辺
に
こ
れ
を
封
ず
。
西
朱
雀
よ
り
西
洞
院
に
至
り
て
九
町
の

お

う
ご

擁
護
神

也
。
『
雍
州
府
志
』
に
云
、
福
王
子
の
宮
は
、
西
山
鳴
滝
村
に

有
o
是
こ
の
辺
の
地
主
の
神
に
し
て
、
仁
和
寺
の
鎮
守
と
す
。
両
社
と

　
　
　
　
　
う
　
ふ
　
す
　
な

も
二
、
土
人
本
居
神
と
し
て
、
同
日
（
二
百
四
オ
）
に
合
せ
祭
る
欺
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
こ
　
　
　
　
　
お
む
ろ

又

云
、
鳴
滝
福
王
寺
、
九
月
二
十
五
日
。
神
輿
一
基
、
鉾
五
本
、
御
室

の

御
所
の
庭
に
入
る
、
云
云
。
　
福
王
子
祭
　
廿
八
日
　
是
も
鳴
滝
祭

也
o
福
王
子
の
宮
は
、
西
山
鳴
滝
に
あ
り
。
班
子
皇
后
を
祭
る
。
皇
后

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
し
や
う
し
ニ

は
、
桓
武
帝
の
孫
女
に
し
て
、
吏
部
尚
書
仲
野
親
王
の
女
也
。
光
孝

帝
、
立
て
皇
后
と
す
。
宇
多
帝
の
母
な
り
。
こ
の
辺
の
地
主
神
と
し
て
、

仁
和
寺
の
鎮
守
と
す
。
毎
年
九
月
廿
八
日
、
こ
れ
を
祭
る
。
『
雑
談
抄
』

に
、
俗
に
五
器
洗
と
い
ふ
0
こ
れ
一
年
中
の
諸
社
の
祭
礼
の
終
り
に
て

あ
れ
ば
也
。
『
毛
吹
草
』
に
、
鳴
滝
祭
廿
八
日
と
記
す
。
近
来
の
諸
抄
、

　
　
　
　
　
　
　
な
ら
へ
の
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
や
ま

外
に
福
王
子
網
と
並
載
た
り
。
是
同
社
の
祭
を
誤
り
て
、
再
び
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ま

欺
。
　
住
吉
の
神
送
り
　
晦
日
　
九
月
晦
日
、
摂
州
住
吉
の
神
輿
、
玉
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つ

し
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ら
ひ

出
嶋
の
仮
殿
へ
渡
御
。
則
ち
祓
を
修
す
。
こ
れ
を
住
吉
の
御
菅
の
祓
と

　
　
　
の
つ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
す
げ

い

ふ
o
祝
詞
あ
り
。
又
劃
と
称
す
。
出
雲
石
と
い
ふ
所
に
て
、
禰
宜
、

　
　
　
よ
う
は
い

出
雲
を
遙
拝
す
。
こ
れ
を
謂
と
い
ふ
。
今
日
、
四
天
王
寺
石
の
鳥

居
の

辺
に

も
、
又
神
送
り
あ
り
。
大
坂
所
々
の
神
社
も
ま
た
、
神
送
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
か
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ど
の

の
神
事
あ
り
。
　
野
の
宮
の
別
（
二
百
四
ウ
）
　
山
城
国
葛
野
郡
小
倉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
ぐ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
み

山
の
下
椿
原
に
あ
り
。
い
に
し
へ
伊
勢
の
斎
宮
、
は
じ
め
先
此
所
に
栖

給
ふ
。
よ
り
て
伊
勢
太
神
宮
を
勧
請
す
。
こ
の
所
、
嵯
峨
野
也
。
故
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
は

‖
と
称
す
。
○
凡
、
斎
宮
の
親
王
定
畢
り
て
、
宮
城
の
内
便
り
よ

　
　
　
ぱ
く
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
ゐ
ん
　
　
　
　
　
ば
つ
け
い

き
所
を
ト
し
て
、
初
斎
院
と
し
、
祓
喫
し
て
則
チ
入
る
。
明
年
七
月
に

　
　
　
　
　
　
　
も
の
い
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
や
う
や
　
　
ぼ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く

至

り
て
、
こ
の
院
に
斎
す
。
更
に
城
外
の
浄
野
を
ト
し
、
野
宮
を
造
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ぞ
み
　
　
ば
つ
け
い

八
月
吉
日
を
ト
定
し
て
、
河
に
臨
て
祓
喫
し
、
則
ち
野
宮
に
入
。
［
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
も

祇
式
］
野
の
宮
の
別
れ
と
は
、
斎
宮
こ
s
に
籠
ら
せ
給
ふ
て
三
年
め
の

九
月
、
伊
勢
へ
参
り
給
ふ
時
、
天
子
へ
御
い
と
ま
乞
に
参
内
し
給
ふ
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
つ
　
　
つ
ま
ぐ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
し
ら

こ
の
時
、
天
子
て
つ
か
ら
、
由
豆
の
爪
櫛
を
斎
宮
の
御
頭
へ
さ
し
給

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
き
の
み
や

ふ

也
。
こ
れ
を
わ
か
れ
の
櫛
と
申
と
そ
。
是
よ
り
し
て
伊
勢
斎
宮
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

移

り
給
ふ
也
。
故
に
野
の
宮
の
別
と
い
ふ
也
〈
こ
の
爪
櫛
は
、
素
蓋
烏

尊
の

稲
田
姫
に
か
つ
け
給
ひ
し
因
縁
を
以
、
斎
宮
に
か
つ
け
給
ふ
と

そ
〉
。
『
日
本
（
書
）
紀
』
第
四
に
、
崇
神
天
皇
六
年
、
天
照
御
神
を
豊

　
　
　
　
み
こ
と
　
た
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
さ
ぬ
い

鍬
入
姫
の
命
に
託
し
て
、
大
和
の
笠
縫
の
邑
に
祭
り
給
ふ
。
同
書
六
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
　
　
や
ま
と

垂
仁
天
皇
廿
五
年
三
月
、
天
照
太
神
を
豊
鍬
入
姫
の
命
に
離
れ
倭
姫

　
　
　
た
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
ほ
　
の

の
命
に

託

し
給
ふ
。
同
書
七
に
、
景
行
天
皇
廿
年
二
月
、
五
百
野
皇
女

　
つ
か
は

を
遣
し
て
、
天
照
太
神
を
祭
ら
し
む
。
い
に
し
へ
（
二
百
五
オ
）
三
代
、

か
く此
の

如

く
な
る
ゆ
ゑ
に
、
代
々
皇
女
を
伊
勢
太
神
へ
奉
り
、
み
や
つ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
く
ゐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
よ
じ
よ

へ
さ
せ
給
ふ
也
。
天
皇
即
位
の
s
ち
、
内
親
王
の
内
処
女
を
え
ら
み
、

　
　
　
　
み
や
つ
か
へ

太
神
宮
の
御
給
仕
と
定
給
ふ
。
こ
れ
を
H
定
と
い
ふ
。
内
親
王
な
き
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
く
じ
や
う

き
は
、
諸
王
の
姫
宮
を
ト
定
す
る
例
あ
り
。
い
つ
れ
に
て
も
、
定
得

て
、
二
年
め
の
八
月
よ
り
翌
年
の
九
月
ま
で
、
野
の
宮
に
ま
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ら
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
そ
ぎ

こ
の
間
、
三
度
の
神
事
、
三
度
の
祓
あ
り
。
　
桂
河
の
御
祓
　
桂
川
は

　
　
　
か
ど
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ

山
城
国
葛
野
郡
に
あ
り
。
大
堰
川
の
末
也
。
河
の
西
に
桂
の
里
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ど
の

故
に
嵯
峨
以
南
に
至
り
て
今
桂
川
と
称
す
。
元
葛
野
川
と
い
へ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
つ

上
鳥
羽
小
枝

川
の
南
に
至
り
て
淀
川
と
合
す
。
凡
、
斎
宮
の
網
行
は
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ら
　
ひ

旬
召
副
也
。
前
日
桂
川
に
於
て
祓
喫
を
修
し
給
ふ
o
こ
れ
を
相
川
倒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
せ
ん
ぐ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
　
　
か
へ

御
祓
と
い
ふ
。
　
伊
勢
御
遷
宮
　
凡
、
大
社
造
り
替
毎
に
陣
の
義
あ
り

て
、
時
日
を
定
ら
る
。
勅
使
あ
り
。
伊
勢
太
神
宮
、
春
日
の
社
、
廿
l

　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
り
か
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
ほ
う

年

を
経
る
と
き
は
必
造
替
あ
り
。
遷
宮
の
時
、
納
る
所
の
神
宝
、
行

事
官
、
調
進
す
。
こ
の
月
、
伊
勢
参
宮
の
人
、
多
く
京
師
を
出
て
、
十

六

日
の
御
剤
会
、
井
に
御
遷
宮
に
あ
は
ん
と
す
。
凡
、
参
宮
の
人
（
二

　
　
　
　
　
　
れ
う
ざ
ん
　
　
こ
く
あ
　
　
　
　
　
　
ま
う
　
　
　
　
　
　
　
じ
や
う
り
　
　
た
い
は
い

百
五

ウ
）
先
ツ
霊
山
の
国
阿
の
像
に
詣
で
、
そ
の
杖
履
を
載
拝
す
。
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り
　
ぼ
く
り
　
　
つ
け
　
　
つ
　
え
　
た
つ
さ
へ

伝
ふ
、
国
阿
深
く
太
神
宮
を
信
じ
、
時
々
木
履
を
穿
、
柱
杖
を
携
て
参

　
　
　
　
　
つ
ひ
　
こ
う
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ら

詣

を
な
す
。
終
に
行
路
の
難
な
し
。
故
に
そ
の
福
に
倣
ふ
て
、
以
平
安

　
い
の
を
祈
る
也
。
○
廿
l
年
毎
に
遷
宮
あ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
十
五
年
め
に
至
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ひ
き

と
き
、
木
割
の
こ
と
あ
り
。
三
年
に
し
て
木
挽
成
り
て
、
又
三
年
杢
捌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
だ

の

こ
と
あ
り
。
材
木
は
木
曾
山
、
井
に
紀
州
大
杉
山
よ
り
出
す
。
○
内

宮
御
鎮
座
は
、
垂
仁
天
皇
二
十
五
年
三
月
也
。
外
宮
は
、
内
宮
鎮
座
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
し
え
ら
み

後
、
四
百
八
十
四
年
を
経
て
、
雄
略
帝
の
時
、
御
鎮
座
也
。
　
虫
撰

　
［
年
中
行
事
歌
合
］
『
増
山
の
井
」
等
、
i
i
｛
J
l
l
；
g
－
7
i
A
T
E
g
g
九
月
の
部
に
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出
す
こ
と
勿
論
也
。
ロ
ハ
虫
え
ら
み
い
ふ
と
き
は
、
七
八
月
の
間
を
も
い

　
　
　
　
　
ふ

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ご
め
　
テ
　
　
　
ニ
　
な
る
　
ト

ふ

べ
し
。
今
旧
き
に
よ
り
て
再
び
こ
s
に
出
す
。
　
爵
入
二
大
水
一
為
レ
蛤

　
　
　
　
　
　
お
ほ
か
み
け
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ぎ
よ
ふ
う

［月
令
］
　
射
　
獣
を
祭
る
　
［
月
令
］
　
鯉
魚
風
　
九
月
の
風
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ

李
賀
が
詩
に
、
門
前
流
水
江
陵
道
、
鯉
魚
風
起
芙
蓉
老
［
五
雑
組
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
が

い

う
な
き
風
　
九
月
の
風
也
。
『
新
古
今
（
和
歌
）
集
』
久
我
内
大
臣
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
し
む
　

物
お
も
へ
は
色
な
き
（
二
百
六
オ
）
風
も
な
か
り
け
り
身
に
い
る
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

の

こ
＼
う
な
ら
ひ
に
。
菊
『
月
令
』
に
日
、
菊
に
黄
花
あ
り
と
。

　
　
　
　
　
せ
い
し
よ
く
　
　
か
は
ら
よ
も
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
り

黄
は
天
地
の
正
色
也
。
凡
、
花
皆
色
を
以
名
つ
け
ず
し
て
、
独
菊
、

　
　
　
　
　
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
ら
く
　
　
と
き
　
　
あ
た
　
　
　
　
　
ひ
と
り
そ
う
く
は

黄
花

を
以
す
。
亦
、
そ
の
揺
落
の
候
に
当
り
て
、
独
造
化
の
正
を
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ろ

た
り
。
然
れ
ど
も
、
世
人
奇
を
好
み
て
、
毎
に
緋
な
る
も
の
、
黒
き
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ん

の
、
白
き
も
の
、
紫
な
る
者
を
以
貴
し
と
す
。
黄
に
至
り
て
は
則
尋

ち
や
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
う
　
　
　
　
り
く
で
ん

常
に

是
を
見
る
。
［
五
雑
組
］
菊
、
本
鞠
に
作
る
。
鞠
は
窮
也
。
［
陸
佃

ひ
　
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
た
へ

埠
雅
］
四
声
字
苑
に
云
、
菊
は
挙
竹
反
、
本
草
注
に
云
、
云
云
。
和
名

か

は

ら
よ
も
き
　
　
　
　
　
か
　
　
お
は
き

加
波
良
与
毛
木
。
一
に
云
、
可
波
良
於
波
岐
。
俗
に
い
ふ
本
音
之
重
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ト
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
し
み

日
精
草
也
。
［
和
名
抄
］
　
百
夜
草
　
［
藻
汐
］
［
蔵
玉
］
　
星
見
草

［古
今
集
］
［
蔵
玉
抄
］
　
は
つ
み
草
　
［
蔵
玉
］
冬
に
よ
め
り
。
是
冬

　
　
　
　
　
こ
か
ね

菊
な
り
。
　
金
草
　
［
蔵
玉
］
人
丸
歌
　
か
た
み
草
　
［
蔵
玉
抄
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
せ
わ
た

霜
見
草
　
［
藻
汐
草
］
　
菊
の
淵
　
［
古
今
］
　
着
綿
　
前
に
見
え
た
り
。

　
　
　
　
　
　
よ
は
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ど
う

　

千
代
見
草

齢

草
ふ
た
つ
と
も
に
慈
童
が
古
事
よ
り
名
つ
け

（
二
百
六

ウ
）
た
る
に
や
。
○
山
路
草
、
乙
女
草
、
手
馴
草
、
‖
、

の

こ
り
草
、
弟
花
、
覆
弟
、
百
菊
、
狸
司
菊
、
金
菊
、
酬
楊
菊
、
R

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
り

自
、
量
、
禽
、
翁
草
、
女
花
、
隠
君
用
　
鞠
花
　
［
蔵
玉
］

あ
き
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ん
く
ん
し

秋
無
草
　
［
蔵
玉
］
冬
き
く
な
り
。
　
秋
の
花
　
菊
を
い
ふ
と
い
ふ
説

あ
り
。
不
審
也
。
歌
の
体
に
よ
る
べ
き
よ
し
『
藻
汐
草
』
に
い
へ
り
。

　
い

な
て
草
　
［
藻
汐
草
］
　
秋
し
く
の
花
　
菊
の
字
、
秋
し
く
と
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ぎ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
　
か

む

と
『
藻
汐
草
』
に
あ
れ
と
覚
束
な
し
。
　
契
草
［
蔵
玉
］
　
蘇
我

菊
『
奥
義
抄
』
に
云
、
そ
が
菊
は
黄
菊
な
り
。
承
和
帝
は
、
よ
う
つ
に

　
　
　
　
　
　
　
め
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
い

物
の
黄
な
る
を
愛
給
ふ
て
、
菊
に
黄
な
る
を
愛
し
給
ひ
け
る
也
。
さ
れ
ば
、

承
和
菊
と
は
黄
な
る
を
い
ふ
也
。
或
物
に
I
ト
本
菊
を
云
よ
し
い
へ
り
o

宗
祇
説

に
、
そ
が
ひ
に
見
ゆ
る
と
は
、
ま
ほ
な
ら
ぬ
人
を
い
ふ
と
。
し

か

ら
は
、
花
の
行
義
も
な
く
、
あ
な
た
こ
な
た
へ
向
た
る
に
や
。
一
説

　
そ
が
ひ

に

背
向
と
書
よ
し
い
へ
り
o
『
八
雲
御
抄
』
に
、
そ
が
ひ
と
は
筋
違
也

と
し
る
し
給
へ
り
。
『
拾
遺
（
和
歌
）
集
』
雑
、
よ
み
（
二
百
七
オ
）

人

し
ら
ず
、
か
の
み
ゆ
る
池
辺
に
た
て
る
そ
か
菊
の
し
け
み
さ
え
た
の

色
の

て

こ
ら
さ
。
し
け
み
さ
え
た
は
、
繁
き
小
枝
也
。
い
ろ
の
て
こ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
や
う
わ

さ
は
、
色
の
て
り
こ
き
さ
ま
を
い
へ
り
。
　
承
和
の
色
　
『
藻
汐
草
』

に
、
唐
に
て
菊
を
も
て
は
や
せ
る
は
陶
淵
明
に
始
り
、
我
朝
に
て
は
承

和
帝
〈
仁
明
天
皇
〉
よ
り
始
て
も
て
あ
そ
び
給
ひ
し
ゆ
ゑ
に
、
承
杣
色

と
申
よ
し
、
此
こ
ろ
い
ま
た
菊
の
品
も
分
た
れ
ず
、
ロ
ハ
黄
な
る
を
用
ひ

ら
れ
し
か
は
、
黄
菊
を
さ
し
て
承
杣
色
と
も
、
そ
か
菊
と
も
申
と
か
や
、

し
か
ハ
ご

云
云
。
『
藻
塩
（
草
）
」
の
説
、
此
の
こ
と
し
と
い
へ
と
も
、
『
類
聚
国

史
』
に
、
桓
武
帝
の
菊
の
御
歌
を
載
ら
れ
た
れ
は
、
承
和
帝
よ
り
菊
を

は

じ
め
て
愛
し
給
ひ
し
に
は
あ
ら
す
。
ロ
ハ
こ
の
帝
、
わ
き
て
菊
を
玩
び

給
ひ

し
な
り
。
後
の
歌
に
は
多
く
し
ら
菊
を
詠
り
。
　
残
る
菊
　
つ
ね

に

は
九
日
以
後
の
菊
を
い
ふ
。
残
菊
の
宴
、
十
月
五
日
、
『
公
事
根
源
』

　
　
　
　
　
も
み
ち

に

出
つ
。
　
紅
葉
　
紅
葉
か
つ
ち
る
　
か
つ
ち
る
は
少
し
つ
、
ち
る
也

一
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と
い
へ
り
。
又
、
且
の
字
の
こ
＼
ろ
也
と
。
又
一
説
に
、
又
し
て
は
く

散

る
也
と
も
い
へ
り
。
皆
覚
束
な
し
。
（
二
百
七
ウ
）
馬
琴
云
、
紅
葉

か

つ

ち
る
、
か
つ
は
、
か
つ
色
見
す
る
梅
の
花
な
ど
い
ふ
か
つ
に
お
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
く
で
ん
　
　
　
　
ひ
　
が
　
　
　
　
　
　
か
　
つ

じ
v
、
す
ぐ
れ
て
早
き
こ
s
う
に
や
。
又
陸
佃
が
『
埠
雅
』
に
、
茶
褐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
ぎ

色
は

黄
黒
色
也
と
い
へ
り
。
樹
々
の
下
枝
は
早
々
い
ろ
づ
き
た
る
が
、

う
　
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
つ

雨
露
の
た
め
に
、
は
や
う
黄
黒
と
茶
褐
色
に
な
り
て
ち
れ
る
を
い
ふ
に

や

あ
ら
ん
。
故
に
、
か
つ
ち
る
は
秋
也
。
下
も
み
ち
か
つ
ち
る
山
の
夕

し
く
れ
ぬ
れ
て
や
独
鹿
の
鳴
ら
ん
、
家
隆
。
家
兄
羅
文
云
、
か
つ
ち
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
う
つ
う
　
　
　
い
に
し
へ
　
　
　
　
　
　
　

は
数
々
ち
る
に
や
。
す
と
つ
と
相
通
也
。
古
へ
、
つ
、
す
打
ま
か
せ
て

か

け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ち

書

り
。
又
下
枝
は
、
風
雨
の
為
に
摘
て
、
は
や
く
い
ろ
の
お
と
う
ふ
る

　
　
　
も
ち
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ち

也
。
餅
を
か
ち
ん
と
い
ふ
も
、
飯
を
揚
て
つ
く
る
も
の
な
れ
は
い
ふ
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ち

か

ち
、
か
つ
通
じ
て
、
掲
ち
る
に
や
と
い
へ
り
。
此
説
も
又
ゆ
ゑ
な
き

に

あ
ら
ず
。
　
紅
葉
衣
　
表
黄
、
裏
蘇
栃
〈
九
月
よ
り
十
1
月
ま
て
〉
。

又
一
説
に
表
裏
青
。
又
黄
紐
菊
と
は
、
表
黄
裏
青
。
又
青
紬
剰
は
、
表

青
黄
裏

紅
。
こ
の
外
、
櫨
組
翼
、
紬
‖
、
蝦
藷
等
、
品
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
は
ら
け

あ
る
よ
し
也
。
　
紅
葉
の
土
器
　
菊
の
盃
に
対
し
て
の
名
な
る
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
テ
　
　
　
ヲ
　
ク
　
　
　
　
　
ヲ

又
、
林
間
媛
レ
酒
焚
二
紅
葉
一
と
い
ふ
、
白
楽
天
が
詩
よ
り
名
つ
け
た
る

　
　
　
　
　
　
か
り

に

や
。
　
紅
葉
狩
　
山
路
に
も
み
ち
を
た
つ
ぬ
る
也
。
さ
く
ら
（
二
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ
も
こ
う

八

オ
）
な
ど
い
ふ
に
お
な
じ
。
　
地
楡
又
吾
亦
細
に
作
る
。
芒
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ
も
こ
う

類
せ
る
も
の
、
真
の
吾
毛
紅
也
と
い
へ
り
。
地
楡
は
の
こ
き
り
草
、
倒

　
　
　
　
　
く
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
こ
ぎ
り
ば

こ
ろ
も
草
と
訓
ず
。
本
草
に
云
、
葉
細
く
長
く
し
て
鋸
歯
の
形
に
似

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
は
の
み

た

り
。
七
月
花
を
開
く
。
桑
椹
の
如
v
紫
黒
色
也
。
鉄
槌
抄
（
『
鉄
槌
』
）

　
　
わ
れ
も
こ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
り
や
う
　
ほ
　
ろ
し

に
、
吾
亦
紅
は
藤
は
か
ま
也
と
い
へ
り
。
　
仙
蓼
　
白
　
英
　
雪
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ゑ
と
り
じ
ゃ
う
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
も
　
　
　
さ
い
か
し
　
ほ
た
い
し

紬
、
又
鵯
H
司
。
　
南
天
の
実
　
嬰
子
桐
の
実
皇
提
子
菩
提
子

　
　
　
　
も
く
れ
ん
し
　
　
く
わ
り
ん
　
　
　
と
ち
　
　
　
　
　
　
お
　
も
　
と
　
　
　
　
　
　
せ
ん
た
ん

木
患
子
　
木
簗
子
　
槙
櫨
子
　
梓
の
実
　
老
母
草
の
実
　
栴
檀
の
実

と
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
は

桐
油

の
実
　
こ
の
油
に
松
脂
を
加
へ
て
ち
や
ん
と
名
つ
く
。
［
f
f
l
i
l
］

　
　
　
　
　
む
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ト
　
　
　
　
マ
マ
し
ば
け

　
椿
の

実
椋
の
実
栗
翼
、
毬
栗
、
焼
剰
、
綱
剰
、
茅
栗
、

し
ば
　
　
　
む
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ト
お
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
か
　
　
だ
つ

柴
栗
、
剥
栗
、
打
栗
、
栗
の
粉
餅
．
　
出
落
栗
　
此
栗
、
必
毬
を
脱
し

て

地
に

落
つ
、
故
に
名
つ
く
。
俗
に
、
丹
波
の
て
＼
う
ち
栗
と
い
ふ
是

　
　
　
　
　
　
　
　
て
ト
お
ち
　
　
な
ま
り

な
り
。
て
＼
う
ち
は
出
落
の
誰
也
。
　
三
度
栗
　
越
後
及
ヒ
上
（
二
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
さ

八

ウ
）
下
の
野
州
に
あ
り
。
小
e
K
也
o
　
1
年
に
三
度
収
む
と
い
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
や
う
く
り

　

山
栗
　
山
栗
、
さ
s
V
り
、
柴
く
り
等
、
み
な
小
栗
な
り
。
　
錐
栗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
か

　
俗
に

ひ

や

う
く
栗
と
い
ふ
。
山
栗
の
円
き
も
の
に
し
て
、
尖
ら
さ

　
　
　
　
　
　
か
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ぶ
か
は
　
　
　
　
　
　
く
ら
ま
の
そ
ん
ふ

る
も
の
也
。
　
掲
栗
　
水
煎
し
て
そ
の
殻
を
去
る
。
鞍
馬
村
婦
、
劃

　
せ
う
と
称
す
る
も
の
此
類
也
。
甲
州
の
打
栗
は
、
打
ひ
ら
め
て
煎
餅
の
如
く
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
り
た
な
　
　
か
く
　
　
　
　
　
こ
ず
ゑ
　
　
　
　
　
す
む

奏
は
、
丹
波
の
名
産
な
り
。
　
熊
栗
架
を
掻
　
栗
の
梢
に
熊
の
栖
を

　
　
　
　
は
し
は
み
　
い
ち
じ
ゆ
く
　
　
わ
く
ん
　
　
い
ち
し
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゆ
く

い

ふ
o
榛
無
花
果
和
訓
、
一
熟
の
義
也
o
　
1
月
に
し
て
熟
す

　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
か
き
　
　
い
ち
じ
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ち
い
　
　
　
か
や

る
の
名
。
［
和
三
］
　
唐
柿
　
無
花
果
也
。
［
和
l
l
l
］
　
櫟
　
新
橿
　
新

く
る
み
　
　
　
ち
ト
リ
　
　
ひ
よ
ん
の
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
あ
け
ひ

胡
桃
　
新
松
子
　
橦

藤
　
藤
に
似
て
樹
に
著
く
。
通
草
の
故
し
。

く
　
み

茱
萸
　
呉
劃
、
食
茱
萸
は
本
邦
に
な
し
。
京
師
に
て
瑠
萸
と
称

　
　
　
　
し
ゅ
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
し
ゆ
か
ん

す

る
も
の
胡
頽
子
に
に
て
ひ
ぐ
み
と
い
ふ
。
［
大
和
本
草
］
　
仏
手
柑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
つ
こ
う
へ
き

　

こ
の
も
の
昔
、
本
邦
に
な
し
。
近
世
来
る
。
［
大
和
本
草
］
　
仏
香
碧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
い
　
し
け
ん

　
仏
手
柑
に
て
作
る
酒
也
。
刑
子
　
、
仏
手
柑
を
取
り
て
酒
に
作
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
つ
か
ら
こ
う
れ
つ
　
　
　
　
き
ぜ
つ

仏
割
碧
と
名
つ
く
。
　
自
馨
烈
に
し
て
奇
絶
也
。
し
か
れ
（
二
百
九
オ
）

　
　
か
く
　
　
　
た
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
う
じ
　
　
み
か
ん

と
も
蔵
す
に
耐
ず
。
［
五
雑
組
］
　
柑
子
　
蜜
柑
　
橘
と
い
ふ
も
の
是

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

な
り
。
花
を
！
と
い
ふ
。
［
大
和
本
草
］
　
柚
　
柚
駅
噌
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く
ね
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
く
し
や
う

金
柑
　
乳
柑
　
九
年
母
な
り
。
　
雲
州
橘
　
蜜
橘
に
似
て
薄
小
也
o

　
　
　
　
　
　
　
み
つ
き
　
　
し
ヵ
く
し
　
　
あ
ま
ほ
し
　
　
ま
う
め
ろ
　
　
う
る
し
と

［大
和
本
草
］
　
水
木
　
熟
柿
　
烏
柿
　
馬
榔
　
漆
取
る
　
色
か
へ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
そ
ほ
　
　
す
ご
き
　
　
　
　
う
ら
か
れ

松
　
野

山
の
錦
　
草
場
の
錦
　
山
粧
ふ
　
薄
ち
る
　
末
枯
　
枯
草
の

　
　
や
れ
は
し
や
う
　
　
　
　
　
ほ
わ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
ん
と
う

露

破
芭
蕉

芦
の

穂
累
　
豆
引
小
豆
．
引
緑
豆
引
　
一
年
に
二
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
つ
き
　
　
や
へ
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ん
と
う

引
ゆ
ゑ
に
、
八
割
虫
と
い
ふ
0
［
大
和
本
草
］
　
碗
豆
引
　
『
通
俗
志
』

　
　
　
　
そ
ら
ま
め

に
、
魂
豆
蚕
豆
引
を
夏
と
す
。
故
に
五
月
の
部
に
出
せ
り
。
し
か
る
に

『
増
山
の
井
』
『
（
俳
譜
）
新
式
」
に
九
月
に
出
す
。
こ
＼
を
も
て
再
び

　
　
　
　
そ
　
ば

出
す
。
　
蕎
麦
苅
　
新
蕎
麦
　
そ
の
早
き
（
1
　
l
u
n
九
ウ
）
も
の
は
七
月

お

さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ん
く
わ
は
ん
じ
ゆ
く

収
む
。
そ
の
花
い
ま
だ
終
ら
ず
。
半
花
半
熟
す
る
物
を
え
ら
み
取
て
、

　
　
　
ひ
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
し
ね
　
お
く
て
　
ひ
つ
し
た

こ
れ
を
販
ぐ
。
こ
れ
を
新
劃
と
い
ふ
。
　
遅
稲
　
晩
稲
　
稲
孫
田

落

し
水
　
露
霜
　
露
時
雨
　
霜
踏
む
鹿
　
冬
た
る
べ
き
を
諸
抄
に
秋
と

す
。
委
し
く
は
冬
の
鹿
の
條
下
に
注
ス
。
　
尾
越
の
鴨
　
今
式
に
、
五

　
　
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か
は

月
の
間
巣
を
な
し
て
、
中
の
尾
の
先
半
は
白
く
さ
し
て
、
尾
の
上
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
　
　
　
あ
き

こ
す
物
也
。
こ
れ
を
園
笥
鴨
と
い
ふ
。
馬
光
の
説
に
、
鴨
餌
に
飽
て

　
お
も
身
重
く
、
高
く
飛
ぶ
こ
と
な
ら
す
。
そ
れ
ゆ
ゑ
、
山
の
尾
を
越
て
来
た

　
　
　
　
　
　
　
も
み
ち
ふ
な

る
を
い
ふ
。
　
紅
葉
鮒
　
江
州
湖
中
の
鮒
、
そ
の
大
な
る
者
を
源
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
れ

鮒

と
名
つ
く
。
深
秋
、
そ
の
鰭
、
紅
に
変
ず
る
を
細
剰
鮒
と
い
ふ
。

く
つ
れ
や
な
　
あ
し
ろ
う
ち

崩
魚
梁
　
網
代
打
　
網
代
は
冬
也
。
し
か
れ
と
も
九
月
九
日
の
前
よ
り

打

そ
め
て
、
宇
治
の
網
代
、
供
御
に
も
奉
る
に
や
。
『
藻
塩
草
』
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
を

網
代
は
宇
治
に
限
ら
ず
、
田
上
に
も
よ
め
る
か
と
い
へ
り
。
氷
魚
を
取

　
　
　
　
　
り
や
つ

ら
ん
為
の
料
也
。
『
延
喜
式
』
に
云
、
山
城
（
二
百
十
オ
）
国
、
近
江

　
　
　
　
あ
し
ろ
　
　
　
　
　
　
し
か
ん
ご

国
、
氷
魚
網
代
各
一
所
云
云
。
其
氷
魚
、
九
月
よ
り
始
り
て
十
二
月
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ロ
つ

十

日
迄
、
こ
れ
を
貢
ず
。
し
か
れ
は
、
網
代
打
、
一
句
に
よ
り
て
季
を

　
　
　
　
　
　
　
ば
ん
わ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
み

定
む

べ

し
。
　
番
綿
　
番
船
　
摂
州
大
坂
よ
り
江
戸
へ
積
出
す
綿
也
。

そ
の
廻
船
に
一
番
・
1
I
H
o
p
　
・
三
番
の
名
あ
り
て
、
江
戸
入
津
の
遅
速
を

　
　
そ
ん
ゑ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
か
ゑ
ん
ば
　
　
　
　
　
や
く
わ
い

以
、
損
益
を
定
む
ゆ
ゑ
に
、
番
綿
と
い
ふ
。
　
赤
胡
黎
　
九
月
野
外
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
か
と
ん
ほ

群

を
な
す
も
の
也
。
　
秋
に
後
る
n
　
秋
よ
り
後
　
行
秋
　
暮
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん

秋
の
暮
は
秋
の
夕
く
れ
也
。
混
す
べ
か
ら
ず
。
　
秋
の
別
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
な
と

　
秋
の

名
残
　
秋
を
惜
む
　
秋
の
湊
　
秋
深
き
　
冬
を
待

　
　
　
へ
だ
つ

秋
を
隔
る
　
秋
過
て
　
九
月
尽

俳
譜
歳
時
記
　
秋
之
部
　
畢

俳
諸
歳
時
記
　
冬
之
部
　
江
戸

　
　
　
　
エ
　
つ
　
　
　
し
エ
つ

　
　
圏
　
冬
は
終
也
。
物
終
に
成
也
。

　
　
ゆ

は
寒
な
り
。
［
日
本
釈
名
］

　
せ
ん
き
よ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん
め
い

　
頴

預

帝

［
月
令
］
玄
冥
神

　
　
き
ほ
く

　
析
木
　
［
礼
記
　
鄭
玄
注
］
　
上
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ん
ね
い

　
英
　
［
月
令
］
　
安
寧
　
［
爾
雅
］

　
た
ん
ほ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
つ

　
　
　
し
る

　
木
を
記
す
。
十
月
は
檀
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
わ
い
だ
ん

　
『
周
礼
』
に
云
ク
、

　
　
　
お
う
ち
や
う

円
圓

応

鐘

律

［月
令
広
義
］

　
い
ぬ
ゐ
　
　
さ
す

斗
乾
に
建
を
い
ふ
。
　
小
雪
中

す

を
い
ふ
。
　
良
月
　
［
左
伝
］

曲
亭
主
人
纂
輯

［釈
名
］

秋
の

限

　
　
　
　
と
な
る

冬
を

隣

ふ
ゆ冬
は
ひ
ゆ
な
り
。
ぴ

檀
木
の
火
を
と
り
て
律
を
改
る
義
に
や
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
爾
雅
翼
』

　
　
　
　
　
　
　

冬
は
椀
檀
の
火
を
取
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
冬
　
節
　
霜
降
の
後
十
五
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
冬
の
後
十
五
日
、
斗
亥
に
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
百
十
一
オ
）
陽
月
　
［
爾
雅
］

［同
書
］
　
孟
冬
　
［
月
令
］

［爾
雅
］
冬
の
天
な
り
。
　
玄

　
　
　
　
　
　
　
　
り
つ
だ
ん

羽
音
　
［
月
令
］
　
律
檀

　

『
准
南
子
」
に
十
二
月
の

　
　
　
　
　
　
　
い
ん
ぼ
く

　

に

云

ク
、
檀
は
陰
木
也
。
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て
う

上
冬
　
［
元
帝
纂
要
］
　
暢
月
　
［
同
所
］
　
玄
冬
　
［
同
上
］
　
三
冬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
せ
い

　
［
同
上
］
　
九
冬
　
［
同
上
］
　
秦
正
　
［
月
令
広
義
］
秦
は
亥
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
く
れ

を
以
、
正
月
と
す
。
　
小
春
　
［
初
学
記
］
　
初
冬
　
時
雨
月
　
初
霜
月

　
神
無
月
　
『
奥
義
抄
』
に
、
こ
の
月
、
諸
神
、
出
雲
の
大
社
に
集
り

給
ふ
故
に
名
つ
く
る
と
あ
り
。
『
つ
れ
く
草
』
に
は
、
此
月
、
大
神
宮

の

御
許
へ
諸
神
あ
つ
ま
り
給
ふ
故
に
名
つ
く
る
と
い
へ
り
。
又
、
貞
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
あ

の

こ
ろ
、
藤
沢
山
の
沙
門
由
阿
が
『
万
葉
集
』
の
注
を
し
て
『
詞
林
采

葉
抄
』
と
い
ふ
。
そ
の
中
に
、
一
天
下
の
神
無
月
を
ば
、
出
雲
国
に
は

か
み

あ
り

神
在
月
と
も
神
月
と
も
申
也
。
是
、
諸
神
の
参
り
あ
つ
ま
り
給
ふ
故
也
。

　
　
か
み
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
い
り
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ご
ふ
ね

そ
の
神
在
の
浦
に
、
神
々
来
臨
の
時
に
、
童
の
作
れ
る
が
如
き
篠
舟
、

波
の
上
に
浮
ぶ
こ
と
数
も
し
ら
ず
。
諸
神
は
か
の
浦
の
神
在
の
社
に
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
け

り
給
ひ
て
、
大
社
へ
参
り
給
は
ず
。
神
在
の
社
は
、
不
卦
山
と
い
ふ
所

　
　
　
　
　
さ
　
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ん
そ
う

に

立
給
ふ
。
佐
太
大
明
神
と
申
也
。
是
則
、
伝
奏
の
神
に
て
ま
し
ま
す
、

し
か
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
た
ん

云

云
。
こ
の
説
、
異
端
に
近
し
。
た
と
ひ
出
雲
に
し
か
る
こ
と
あ
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
あ
づ
ま

も
、
一
天
下
の
う
ち
、
何
ぞ
神
な
し
と
い
ふ
月
あ
ら
ん
や
。
荷
田
東
麿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゆ
ん
い
ん

（1

ltu
十
1
ウ
）
翁
の
説
に
、
神
無
月
は
無
レ
雷
月
也
。
十
月
は
純
陰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
な

の

月
な
れ
は
、
雷
の
声
、
収
り
は
つ
る
ゆ
ゑ
に
い
ふ
也
。
六
月
を
雷
鳴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
は
つ

月
と
い
ふ
に
対
せ
り
と
。
こ
れ
古
人
未
発
の
論
也
。
安
藤
為
章
の
『
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
み
な

山
紀
聞
』
に
云
、
十
月
を
雷
無
月
と
い
ふ
こ
と
は
『
万
葉
集
』
第
十
三

　
　
　
　
か
み
な
ひ
　
ひ
か
る
そ
ら
の
な
か
つ
き
　
し
く
れ
の
ふ
れ
ば

の

歌

に
、
震
震
の
日
香
天
之
九
月
の
鐘
礼
乃
落
者
と
い
ふ
歌
あ
り
。

『
月
令
』
に
、
仲
秋
の
月
、
雷
始
め
て
声
を
収
と
あ
れ
ど
、
そ
れ
は
大

か

た
の
事
に
て
、
右
の
歌
に
は
九
月
を
さ
へ
よ
め
り
。
さ
れ
は
、
十
月

　
　
　
　
　
　
　
お
さ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
み
な

に

至

り
て
雷
の
声
収
り
は
つ
る
故
に
、
雷
無
月
と
い
ふ
な
る
へ
し
。

　
　
か
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と

雷

を
神
と
の
み
い
ふ
こ
と
は
『
万
葉
（
集
）
』
に
、
神
の
如
聞
つ
る
滝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
み

と
よ
め
る
も
、
『
後
撰
（
和
歌
）
集
』
に
、
ち
は
や
ふ
る
神
に
も
あ
ら

ぬ

我
中
の
雲
ゐ
は
る
か
に
な
り
も
行
哉
、
と
詠
る
も
、
雷
神
也
。
又

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
ぐ

『
伊
勢
物
語
』
に
、
神
さ
へ
い
み
し
う
な
り
、
云
云
。
又
云
、
神
な
る

　
　
　
　
し
か
ぐ

さ
わ
ぎ
に
云
云
。
此
外
、
証
歌
多
し
。
考
へ
て
知
べ
し
。
か
＼
れ
は
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
く
わ
い

の
、
出
雲
に
諸
神
の
参
り
集
り
給
ふ
な
と
い
ふ
、
附
会
の
説
也
。
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
う
け

に
、
此
月
諸
社
の
祭
礼
な
き
故
に
、
か
s
る
説
を
さ
へ
設
た
る
な
る
べ

　
　
　
こ
ろ
も
か
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゆ
ん

し
o
　
更
衣
　
朔
日
　
孟
冬
の
旬
　
［
公
事
根
源
］
句
の
説
、
く
は
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
を
　
　
　
た
ま

く
前
に
出
た
り
。
（
二
百
十
ニ
オ
）
氷
魚
を
賜
ふ
　
［
公
事
根
源
］
更
衣

の

節

会
に
、
三
献
の
＼
ち
に
閨
。
　
神
送
リ
　
朔
日
　
住
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
や
う
そ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
や
う
ひ
と

の

神
送
り
は
九
別
陶
日
な
り
。
　
樵
糟
を
食
ふ
　
朔
日
　
峡
人
、
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
い
　
そ

月
朔
日
に
多
く
劃
を
作
り
て
節
物
（
と
）
す
。
荊
楚
の
人
、
多
く
樵

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
い
ふ
ん

糟
を
食
ひ
、
或
は
糖
と
な
す
。
［
事
文
類
聚
］
　
拝
墳
　
一
日
　
［
夢
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
か
　
　
　
　
　
　
　
　
き
や
う
よ
う

m
s
］
　
［
程
子
遺
書
］
京
師
の
人
、
十
月
朔
日
墳
に
詣
で
、
以
饗
養
を
な

　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
だ
ん
　
た
て
ま
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
ん
ろ
く
わ
い

す
な
り
。
　
炉
ひ
ら
き
　
朔
日
　
炉
炭
を
進
る
　
［
事
文
］
　
媛
炉
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん
し
よ

　
［
歳
時
雑
記
］
［
夢
花
録
］
共
に
炉
開
の
こ
と
也
。
　
亥
猪
　
亥
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ざ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
の
こ
　
　
　
も
ち
ひ

ゐ
の
こ
の
餅
　
初
冬
　
そ
の
月
、
亥
に
建
す
、
亥
の
日
、
亥
の
刻
、
餅

　
く
ら
　
マ
マ
　

を
食
ら
へ
は
病
な
し
。
［
太
平
御
覧
］
開
化
天
皇
十
年
十
月
、
但
馬
国

ヨ

リ
初
め
て
餅
を
献
ず
。
［
類
聚
国
史
］
是
、
自
餅
の
始
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ぞ
　
　
ゐ
の
こ
　
た
し

『
錦
繍
万
花
谷
』
に
、
こ
の
餅
を
食
へ
は
万
病
を
除
く
。
○
家
は
多
子

　
　
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
む
　
じ
ゆ
ん

な
る
者
也
。
毎
年
十
二
子
を
生
。
閏
年
に
は
十
三
子
を
生
む
ゆ
へ
に
、

　
　
　
　
　
う
ら
や
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
の

婦
人

こ
れ
を
羨
て
、
此
日
に
至
り
餅
を
供
じ
て
神
を
祈
る
。
［
政
事
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ま
び
ら
か

略
］
［
四
季
物
語
］
［
下
学
集
］
等
に
詳
也
。
○
『
日
本
（
書
）
紀
』

一
66　一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
ち
よ

崇
峻
天
皇
十
月
四
日
（
1
l
t
u
十
1
l
ウ
）
山
猪
を
献
ず
。
又
、
太
子
伝
、

　
　
　
　
さ
ん
ち
よ

冬
十
月
、
山
猪
を
献
ず
る
者
あ
り
、
云
云
。
こ
れ
ら
や
亥
猪
と
名
つ
く

る
の
始
な
ら
む
。
○
ゐ
の
こ
の
こ
と
、
そ
の
始
詳
な
ら
ず
と
い
へ
と
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
の
せ

『
延
喜
式
』
に
も
載
ら
れ
た
れ
は
、
ふ
る
く
よ
り
あ
る
こ
と
也
。
○
天

元
元
年
十
月
は
じ
め
の
ゐ
の
日
、
右
大
臣
の
女
御
の
火
桶
に
、
も
ち
ひ
・

く
だ
も
の
も
り
て
、
内
裏
の
女
房
に
つ
か
は
す
。
大
臣
、
此
火
を
け
一

つ
、
奉
ら
せ
給
ふ
。
し
ろ
か
ね
し
て
、
井
の
こ
・
か
め
の
か
た
を
作
り

す
ゑ
さ
せ
給
へ
り
。
く
は
ら
れ
た
る
歌
、
井
の
こ
の
歌
は
、
平
の
兼
盛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　

が

家
の
集
に
あ
り
。
わ
た
つ
み
の
う
き
た
る
山
を
お
ふ
よ
り
は
う
ご

き
な
き
世
を
い
た
”
）
”
け
や
亀
o
　
［
源
順
歌
集
］
こ
の
こ
ろ
よ
り
、
初
亥

　
　
　
ほ
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ち
ひ

の

日
を
祝
し
給
へ
る
に
や
。
火
桶
に
餅
く
だ
も
の
も
り
て
と
あ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ

火
桶
は
檜
桶
な
ら
ん
か
。
又
は
火
桶
に
て
、
こ
の
日
櫨
を
ひ
ら
く
こ
と
、

ふ

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ふ
ひ

古
く
よ
り
あ
り
し
に
や
。
又
『
源
氏
物
語
』
葵
の
巻
に
、
そ
の
世
さ
り
、

ゐ

の

こ
の
も
ち
ひ
ま
い
ら
せ
た
り
。
君
み
な
こ
の
か
た
に
出
た
ま
ひ
て
、

こ
れ
み
つ

維
光
あ
し
て
、
此
も
ち
ひ
、
か
う
か
す
く
に
所
せ
き
さ
ま
に
は
あ
ら

で
、
あ
す
の
く
れ
に
ま
い
ら
せ
よ
。
こ
れ
光
、
ね
の
こ
は
い
く
つ
、
つ

か

う
ま
つ
ら
す
べ
う
侍
ら
ん
、
と
ま
め
だ
ち
て
ま
う
せ
は
、
み
つ
が
l

つ
に

て
も
あ
ら
ん
か
し
、
と
の
た
ま
ふ
に
、
こ
、
う
え
は
て
、
た
ち
ぬ
。

ゐ
の
こ
の
あ
す
を
司
q
と
も
い
ふ
に
や
。
○
亥
§
餅
は
七
種
の

（
二
百
十
三

オ
）
粉
を
合
せ
て
つ
く
る
。
刃
豆
、
小
豆
、
剤
豆
、
胡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
ほ
き

閑
、
粟
、
柵
、
糟
也
。
正
親
町
公
通
卿
の
抄
、
井
に
、
『
御
湯
殿
（
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

日
）
記
』
等
に
、
そ
の
式
、
委
し
く
見
え
た
り
。
〇
一
説
に
、
摂
州
能

せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ
う

勢
郡
困
代
村
に
門
太
夫
と
い
ふ
者
住
せ
り
。
そ
の
家
、
代
々
亥
の
子
の

　
　
こ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
こ

餅

を
貢
ズ
。
そ
の
先
、
神
宮
皇
后
に
起
れ
り
。
む
か
し
此
所
、
及
ヒ
切

佃
大
丸
の
近
里
は
山
城
八
幡
の
神
領
た
り
。
よ
り
て
、
今
善
法
寺
よ
り

　
　
　
さ
ご
ぐ
　
　
　
　
　
　
だ
る
ま
き
　
　
　
　
　
て
ん
じ
く
か
う
し
　
　
　
け
ん
く

こ
れ
を
捧
と
い
へ
り
。
　
達
磨
忌
　
五
日
　
南
天
竺
香
至
王
の
子
彫
鶴

し
ご
う
　
　
　
　
り
や
う
　
　
　
う
け
か
　
　
　
わ
た
り
ぎ

氏

と
号
す
。
普
通
元
年
、
梁
に
入
る
。
武
帝
契
は
ず
。
江
を
渉
て
魏

　
　
　
　
す
う
ざ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
き

に

入

り
、
嵩
山
に
居
る
。
九
白
〈
九
年
な
り
〉
を
経
て
、
西
域
に
帰
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
う
し
や
く
　
　
　
　
　
　
お
く
り
な
　
　
　
え
ん
か
く

梁
の
大
道
二
年
十
月
五
日
、
入
寂
。
代
宗
、
誼
し
て
円
覚
大
師
と
号

　
　
　
い
ば
は
し
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
や
げ
い

ス
e
　
射
場
始
　
天
子
、
弓
場
殿
に
出
御
あ
り
て
、
公
卿
以
下
の
射
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
マ
　
れ

を
御
覧
あ
る
也
。
『
先
代
旧
事
本
記
』
に
司
百
と
す
。
『
公
事
根
源
』

こ
れ
に
お
な
じ
。
『
江
（
家
）
次
第
』
に
、
‖
百
射
場
始
。
注
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ
ん
き
く

蔵
人
式
七
－
日
也
o
五
日
は
残
菊
の
宴
に
よ
り
て
也
。
　
残
菊
の
宴
　
五

日
　
群
臣
、
詩
を
作
り
、
酒
を
給
ふ
こ
と
、
重
陽
に
お
な
し
。
○
延
暦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
け
な
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
た
ひ

十
六
年
十
月
、
曲
宴
あ
り
。
酒
酷
に
し
て
皇
帝
〈
桓
武
〉
歌
て
日
、

し
か
ハ
ご

云

云
。
［
類
聚
国
史
］
是
、
始
也
。
　
十
夜
　
五
日
よ
り
十
六
日
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
ら
く
と
う
　
　
れ
い
せ
い

［雍
州
府
志
］
○
洛
東
、
鈴
声
（
二
百
十
三
ウ
）
山
真
正
極
楽
寺
真
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
く

堂

〈天
台
〉
を
以
、
始
と
す
。
本
尊
、
慈
覚
大
師
の
作
也
。
こ
の
像
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
だ
し

霊
験
に

よ
り
て
、
別
時
念
仏
を
始
む
。
こ
れ
を
刊
夜
と
い
ふ
。
蓋
、
伊

　
　
さ
た
く
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゆ

勢
守
貞
国
は
じ
め
て
こ
れ
を
修
ス
。
　
興
福
寺
法
花
会
　
九
月
晦
日
よ

　
　
　
　
　
　
　
な
ん
ゑ
ん
ど
う

り
七
ヶ
日
の
間
、
南
円
堂
に
て
妙
法
の
大
会
を
ひ
ら
か
し
む
。
こ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
い
ん

十
月
六
日
、
長
岡
の
大
臣
内
麿
の
御
忌
日
に
よ
り
て
也
。
閑
院
贈
大
政

　
　
ふ
ゆ
つ
ぐ

大
臣
冬
嗣
公
は
、
か
の
大
臣
の
御
子
た
る
に
よ
り
て
、
父
の
御
為
に
始

て
行
せ
給
へ
る
に
や
。
六
日
に
此
会
を
行
る
、
s
u
o
　
［
公
事
根
源
］

ゆ
　
い
　
ま
　
ゑ

維
摩
会
十
日
よ
り
十
六
日
迄
南
都
興
福
寺
に
於
て
、
こ
れ
を
修
す
。

　
し
よ
く
く
わ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
み
サ
　

大

織

冠
の

忌

日
に
よ
り
て
也
。
『
故
事
要
略
』
に
云
、
慶
雲
二
年
、
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せ
い
び
や
う
　
お
ん
　
　
し
や
し
よ
く
け
い
ふ
く

正
一
位
大
政
大
臣
、
聖
廟
安
穏
、
社
稜
傾
覆
な
き
為
に
、
こ
の
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
な
で
ら

ひ
f
i
S
v
O
　
O
斉
明
天
皇
三
年
十
月
、
内
臣
鎌
子
、
山
階
寺
を
建
、
綱
園

　
　
　
　
　
　
　
す
へ
は
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
な
し
や
う
じ
や
　
は
し

会
を
修
す
。
山
州
陶
原
の
家
に
於
て
、
山
階
精
舎
を
創
め
、
維
摩
会

　
ま
う
を
設
く
。
網
劇
会
、
是
始
也
。
［
元
亨
釈
書
］
　
金
毘
羅
祭
　
十
日

さ
ん
　
　
う
た
り
の

讃
州
鵜
足
郡
に
あ
り
。
祭
る
神
一
座
。
或
は
い
ふ
三
輪
大
明
神
、
或
は

　
　
そ
さ
の
を
の
　
　
　
　
　
　
　
か
た
ち
　
そ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
つ

い

ふ
素
蓋
烏
尊
。
当
山
の
形
、
象
の
頭
に
似
た
り
。
故
に
象
頭
山
と
号

　
　
　
き
つ
ま
び
ら
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
や
う

す
。
開
基
詳
な
ら
す
。
（
二
百
十
四
オ
）
一
説
に
、
伝
教
大
師
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
も
と
　
　
い
し
さ
か
　
　
　
　
　
　
こ
と
か
ご

入
唐
帰
朝
の
日
、
金
毘
羅
神
を
勧
請
す
と
。
埜
よ
り
確
十
八
町
、
悉

　
　
　
　
け
ん
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
ゃ
う

く
石
階
、
瞼
岨
也
。
又
、
崇
徳
院
の
廟
を
以
、
世
に
金
毘
羅
大
権
現
と

せ
う称
す
。
合
せ
祭
る
ゆ
ゑ
w
i
．
　
O
京
、
安
井
観
性
寺
に
崇
徳
院
の
社
あ
り
。

金
毘
羅
の

社

と
称
す
。
八
－
別
廿
笥
祭
礼
也
。
　
芭
蕉
忌
　
十
二
日

芭
蕉
庵
桃
青

は
伊
賀
の
人
、
松
尾
氏
。
後
、
江
戸
に
居
し
て
、
俳
譜
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
し
つ
　
う
れ
　
　
　
　
　
　
　
り
よ
て
い
　
ぼ
つ

名
あ
り
。
元
禄
七
年
十
月
十
二
日
、
痢
疾
を
患
ひ
て
難
波
の
旅
亭
に
没

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
う
が
い

す
。
其
角
・
去
来
・
丈
艸
等
、
空
骸
を
送
り
て
、
大
津
の
義
仲
寺
に
葬

　
　
　
　
　
し
う
え
ん

る
。
晋
子
、
終
焉
の
記
を
作
り
て
m
璽
　
（
『
枯
尾
花
』
）
と
い
ふ
。

伝
記
、
許
六
が
『
（
歴
代
）
滑
稽
伝
』
、
及
ヒ
『
風
俗
文
選
』
作
者
列
伝

　
　
つ
ま
ひ
ら
か
　
　
　
　
　
　
　
は
い
か
い
し
や
　
　
　
　
　
　
　
　
む
し
ろ

等
に

詳

也
。
近
世
俳
譜
者
流
、
こ
の
日
錘
を
ひ
ら
き
て
連
歌
興
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
め
い
こ
う

す
。
故
に
今
麦
に
略
記
す
。
　
御
影
供
十
三
日
　
又
御
剣
調
、
或
は

　
　
　
せ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ゑ
い
こ
う

会
式
と
称
す
。
日
蓮
上
人
の
忌
日
也
。
春
の
弘
法
忌
を
御
影
供
と
い
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に

紛

る
s
故
、
お
め
い
こ
う
と
い
ふ
。
え
と
め
と
通
ず
。
影
、
読
て
、

め

い

と
す
る
の
み
。
日
蓮
上
人
は
房
州
の
人
、
三
国
氏
。
弘
安
五
年
十

　
　
　
　
じ
や
く

月
十
三
日
寂
す
。
年
六
十
一
。
後
醍
醐
天
皇
、
勅
し
て
大
菩
薩
の
号

　
お
く
　
　
　
　
け
だ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
や
う
じ
つ
　
　
　
　
　
い
の
る

を

贈

ら
る
。
蓋
、
洛
北
妙
顕
寺
（
1
l
百
十
四
ウ
）
　
o
妙
実
、
雨
を
祈

　
マ

マ

　

し
や
う
　
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
　
ふ
つ
だ
ん

る
の
賞
に
因
て
也
。
［
註
画
賛
］
昨
今
、
宗
門
の
徒
、
仏
壇
を
掃
除
し
、

し
せ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
し
は
さ

紙
製
の
造
り
花
を
挿
み
、
五
色
の
餅
を
供
ず
。
こ
の
節
、
時
と
し
て
風

は
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
り
つ
く

烈

し
。
こ
れ
を
後
命
讃
と
い
ふ
0
菊
鶏
頭
前
刀
尽
し
け
り
御
命
講
、
は

せ

を
。
　
下
元
の
日
　
十
五
日
　
正
月
上
元
、
七
月
中
元
、
F
f
i
E
i
F
i
R

こ
れ
を
天
劇
矧
と
い
ふ
。
［
潜
確
類
書
］
道
経
に
、
正
月
望
を
以
、
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い

元

と
し
、
七
月
望
を
以
、
中
元
と
し
、
十
月
望
を
以
、
下
元
と
す
。
遂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
く
も
う

に

三
元
三
官
大
帝
の
称
あ
り
。
こ
れ
俗
妄
の
甚
し
き
也
、
云
云
。
［
五

　
　
　
　
　
　
　
や
く
　
　
か
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
う
す

雑
組
］
　
水
官
厄
を
解
す
　
三
元
の
日
、
水
官
、
人
の
罪
福
を
天
に
告
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
く
の

［事
林
広
記
］
　
聖
一
忌
　
十
七
日
　
洛
東
福
寺
の
開
山
忌
也
。
今
日
、

　
　
　
じ
う
も
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
る
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
よ

方
丈
に
什
物
を
か
ざ
り
、
午
後
、
聖
一
の
像
を
腰
輿
に
乗
せ
て
、
寺
僧

　
　
　
ず
い
じ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゆ
み
だ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
さ
め

前
後
に

随
従
し
、
経
堂
の
須
弥
壇
に
安
置
す
。
　
弁
当
納
　
前
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
は

な
じ
。
京
師
の
人
、
昨
今
両
日
の
会
日
を
、
年
中
遊
山
の
終
り
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

故

に
、
弁
当
綱
と
い
ふ
。
　
御
取
越
　
一
向
宗
門
の
徒
、
此
月
親
鷺
上

　
　
　
し
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
エ

人
忌

を
修
す
。
忌
日
は
十
1
月
な
る
故
に
御
取
越
と
い
ふ
也
。
水
涕
に

ま
こ
と
見
せ
け
り
御
取
越
、
は
せ
を
。
（
二
百
十
五
オ
）
夷
講
　
廿
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
う
か
　
　
　
か
　
　
　
　
　
と

こ
の
月
廿
日
、
或
は
家
例
に
よ
り
て
日
定
ら
ず
。
商
買
（
家
）
の
徒
、

ノ
せ
う
か
ロ
マ
マ
ば
い
　

西
宮
大
神
宮
を
祭
る
。
此
神
、
商
買
を
護
り
給
ふ
ゆ
ゑ
也
。
こ
の
日
、

ひ

る
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん

蛭
子
の
像
に
神
撰
・
神
酒
等
供
す
。
亦
か
な
ら
ず
鯛
を
供
ず
る
也
。
又

　
　
　
　
　
ま
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
く
ゐ

別
に

酒
宴
を
設
け
て
、
年
中
出
入
り
す
る
所
の
花
主
、
或
は
懇
意
の
人

　
ま
ね
を
招
き
て
饗
応
す
。
こ
れ
を
誓
文
払
と
い
ふ
。
又
、
蛭
子
の
像
前
に
お

　
　
　
ひ
ん
し
ゆ
　
こ
ん
　
　
は
い
ば
ん
き
ぷ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
た
ひ

ゐ
て
、
賓
主
相
混
じ
、
盃
盤
器
物
に
至
る
ま
で
、
仮
り
に
価
を
定
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
く
し
や
う

或
は

千

両
、
或
は
万
両
。
売
る
者
、
諾
す
る
と
き
は
必
拍
掌
す
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
は
む
れ

れ

を
夷
講
の
売
買
と
い
ふ
。
　
一
時
、
酒
興
の
戯
也
。
ふ
り
売
の
鷹
あ

　
　
　
　
　
う
り
か
ひ
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は
れ
也
夷
講
、
は
せ
を
。
　
誓
文
払
　
廿
日
　
官
者
殿
と
号
す
。
京
極
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
う
し
や
う

四

条
通
り
に
鎮
座
。
祭
る
神
つ
ま
び
ら
か
な
ら
ず
。
　
法
勝
寺
大

じ
や
う
ゑ

乗
会
　
廿
四
日
よ
り
廿
八
日
ま
で
　
当
寺
は
、
白
河
法
皇
の
皇
居
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
だ
い
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
つ
べ

の

後
、
天
台
宗
の
住
持
聖
道
衣
也
。
後
醍
醐
帝
の
勅
に
よ
り
て
、
律
衣

と
な
る
。
今
、
寺
絶
て
岡
崎
村
の
薮
中
に
諸
堂
の
跡
残
る
。
九
重
の
塔

の
跡
、
村
の
南
に
あ
り
。
塔
檀
と
号
ス
。
糸
桜
の
名
所
也
。
『
風
雅
集
』

浄
妙
寺
関
白
、
立
よ
ら
て
過
ぬ
と
思
へ
（
二
百
十
五
ウ
）
と
糸
桜
心
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ん
ぜ
ん

か

＼
る
春
の
木
の
も
と
。
一
説
に
、
当
寺
は
南
禅
寺
の
西
北
、
新
黒
谷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ト
ひ
と

の

南
也
。
こ
の
地
は
白
川
大
臣
忠
仁
公
の
別
業
に
し
て
、
寺
は
白
河
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
に
は

の

御
願
也
o
当
寺
の
九
重
の
塔
、
浪
速
の
浦
に
う
つ
り
し
と
い
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
つ
き

大
社
の
神
事
　
十
一
日
よ
り
十
七
日
ま
て
　
大
社
杵
築
大
神
宮
は
、
出

　
　
か
ん
と
　
き
つ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
な
む
ち

雲
国
神
門
郡
杵
築
村
に
あ
り
。
祭
る
神
、
大
己
貴
尊
。
孝
安
天
皇
三
十

　
　
　
す
い
し
や
く

二
年
、
垂
跡
。
昔
は
宝
殿
高
サ
三
十
丈
、
今
減
じ
て
八
丈
。
後
深
草

院
、
宝
治
元
年
八
月
廿
五
日
建
立
。
三
条
院
、
応
保
元
年
、
始
て
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か
ん
つ
く

会
を
行
は
る
。
［
和
漢
義
］
毎
年
神
祭
七
十
二
度
。
就
中
、
十
月
は
殊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
い
み

に

深
秘
の
祭
と
い
ふ
。
凡
、
十
月
＋
1
日
よ
り
十
七
日
ま
で
を
斎
と
称

　
　
　
　
　
　
　
は
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
わ
ど
　
　
　
　
も
　
　
の
り

す
。
こ
の
間
、
風
烈
し
く
波
あ
ら
き
日
、
　
一
蛇
化
度
し
、
藻
に
乗
て

か

い
ひ

ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

う
っ
た

海
浜
に

浮

む
。
人
こ
れ
を
見
れ
は
、
は
や
く
国
造
へ
訴
ふ
。
そ
の
人
に

ほ

う
し
や
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
げ

褒
賞
あ
り
。
こ
の
龍
蛇
を
曲
物
に
盛
り
て
、
神
殿
に
納
む
と
い
ふ
。

　
　
　
　
か
た
ち
　
ま
む
し
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ん
も
ん
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
し
き
ゑ
か
け

そ
の
蛇
の
形
、
腹
蛇
に
似
て
、
銭
形
の
斑
文
連
り
、
五
色
の
彩
色
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
　
　
　
　
　
く
つ
き
よ
く
　
　
　
う
　
が

る
が
如
し
。
尾
先
は
魚
尾
に
似
て
岐
な
く
、
屈
曲
し
て
宇
賀
神
の
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ほ

し
o
神
祭
第
一
と
す
る
も
の
な
り
。
　
口
切
　
茶
壺
の
口
は
や
く
切
れ

は
風
味
を
失
ふ
（
二
百
十
六
オ
）
ゆ
ゑ
に
、
こ
の
節
切
る
也
。
口
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
に
し
へ

（炉
開
）
や
汝
を
よ
ぶ
は
金
の
事
、
其
角
。
古
時
の
茶
は
煮
と
い
ひ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
へ
か
　
　
　
　
　
　
　
か
い
か
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ

烹
と
い
ひ
、
煎
と
い
ふ
。
須
ら
く
、
湯
は
蟹
眼
な
る
べ
し
。
茶
味
方
に

中
す
、
云
云
。
［
五
雑
組
］
茶
の
上
品
な
る
も
の
、
龍
団
、
習
古
の
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ち

あ
り
。
宋
の
初
、
団
茶
を
製
す
。
名
香
を
用
て
蒸
し
て
以
テ
餅
と
な
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
く
こ
う
ぜ
ん

凡
、
茶
を
賞
す
る
事
、
唐
よ
り
始
ま
る
。
陸
鴻
漸
、
は
じ
め
て
茶
法
を

定

む
。
○
陸
羽
云
ク
、
茶
そ
の
名
、
五
あ
り
。
一
に
茶
、
二
に
檀
、
三

護
、
四
に
茗
、
五
に
i
g
o
　
［
因
話
録
］
本
朝
、
茶
を
玩
ぶ
こ
と
、
足
利

　
　
よ
し
み
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
し

将
軍
義
満
・
義
政
、
相
続
て
甚
こ
れ
を
嗜
む
。
或
は
い
ふ
、
義
満
卿
、

　
　
よ
し
ひ
ろ
　
　
め
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ト

大
内
義
弘
に
命
じ
て
、
茶
を
宇
治
に
植
。
そ
の
後
、
宇
治
を
以
、
上
品

　
　
　
　
　
じ
や
う
お
う
す

と
す
。
近
世
、
紹
鴎
・
利
休
、
茶
法
に
名
あ
り
。
或
は
そ
の
亭
を
数

き
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

寄
屋

と
い
ひ
、
又
囲
と
称
す
。
『
和
名
妙
』
に
茶
茗
。
爾
雅
集
注
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

茶
は
官
加
の
反
、
字
亦
擦
に
作
る
、
云
云
。
今
呼
て
、
早
く
採
る
を
茶

　
　
　
お
そ
　
　
　
　
　
　
　
ら
く
　
　
　
　
　
　
　
ら
く

と
し
、
晩
V
と
る
を
茗
と
す
。
音
酪
、
云
云
。
か
＼
れ
は
茶
に
は
た
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ん
こ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ま

て

和
名
は
な
き
也
。
又
『
呉
志
』
に
云
、
孫
晧
の
時
、
麹
舛
を
賜
ふ
て

　
　
　
あ
つ

以
酒
に
当
と
あ
れ
は
、
和
漢
と
も
に
、
茶
は
ふ
る
く
よ
り
あ
る
と
見
ゆ
。

　
初
霜
　
又
、
早
霜
　
亦
、
劃
、
（
二
百
十
六
ウ
）
初
霜
消
る
、
霜
鬼
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
か
ま
　
　
　
く
つ

霜
た

！
み
、
霜
司
劔
、
霜
の
袴
。
　
霜
崩
れ
［
藻
汐
］
　
霜
折
レ
　
［
同

　
　
　
せ
い
じ
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
マ
　
　
　

書
］
　
青
女
　
［
准
南
子
］
雪
霜
を
守
る
神
の
名
な
り
。
　
さ
は
ひ
こ

め
　
霜
を
い
ふ
也
。
『
秘
蔵
抄
』
、
さ
は
ひ
こ
め
お
く
わ
か
宿
の
ま
せ
の

う
ち
に
か
は
ら
よ
も
き
の
か
た
く
枯
れ
ぬ
る
。
○
霜
は
秋
の
半
よ
り
降

る
も
の
な
れ
は
、
秋
の
詞
入
た
ら
は
秋
た
る
べ
し
。
但
、
霜
と
ば
か
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
し
く
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
く
　
れ

初
霜
も
冬
也
。
　
時
雨
　
亦
剰
雨
　
和
名
之
久
礼
。
［
和
名
妙
］
　
初

し
く
れ

業
雨

　
村
し
く
れ
　
ふ
り
み
ふ
ら
ず
み
す
る
を
い
ふ
。
暴
剰
雨
な
り
。
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な
み
た

　
泪
の
し
ぐ
れ
　
袖
し
く
れ
　
袖
時
雨
も
な
み
だ
也
。
　
川
音
の
時
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
く
れ

　
松
風
の

し
ぐ
れ
　
川
音
松
風
の
声
を
、
築
雨
か
と
う
た
が
ふ
な
り
。

　
　
し
く
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
た
か

誠
の
藁
雨
に
あ
ら
ず
。
詩
に
、
落
葉
を
雨
と
疑
ふ
な
ど
い
ふ
は
つ
ね
也
o

こ
の
1
1
つ
、
夜
到
の
こ
、
う
え
あ
り
て
作
る
べ
し
。
李
時
珍
云
、
立
冬

　
　
　
　
　
　
に
う
ゑ
き

の
後
十

日
を
入
液
と
し
、
小
雪
に
至
り
て
出
液
と
す
。
又
薬
雨
と
い
ふ
。

　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
ふ
く
ち
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
い
な
り

百
虫
こ
れ
を
飲
み
皆
伏
蟄
し
、
来
春
に
至
り
、
雷
鳴
て
出
る
也
。
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
き
う

ら
は
、
此
方
に
て
（
二
百
十
七
オ
）
し
く
れ
と
い
ふ
も
の
は
液
雨
也
。

　
　
　
　
　
　
し
う
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ん

『和
名
紗
』
に
築
雨
を
し
く
れ
と
訓
す
。
剰
雨
は
小
雨
也
。
又
『
爾
雅
』

　
　
　
し
く
れ

に

云
、
時
雨
こ
れ
を
樹
雨
と
い
ふ
。
し
か
れ
と
も
、
此
方
に
い
ふ
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん
ざ
ん

れ
の

こ
と
に
あ
ら
ず
。
　
初
雪
　
初
雪
葛
初
雪
の
見
参
　
む
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
だ
い

初
雪
の
降
る
日
、
群
臣
参
内
す
る
を
、
初
雪
司
見
参
と
申
也
o
桓
武
天

皇
、
延
暦
十
一
年
十
一
月
よ
り
は
じ
ま
る
。
初
雪
に
限
ら
ず
、
深
雪
の

　
　
　
　
し
よ
じ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
へ

時
は
必
、
諸
陣
見
参
を
す
る
也
。
こ
の
こ
と
絶
て
久
し
。
［
公
事
根
源
］

　
　
　
　
　
こ
れ
た
か
　
　
　
　
　
　
　
み
　
こ
　
　
と
む
ら

在
五
中
将
の
惟
高
（
喬
）
の
皇
子
を
訪
ひ
奉
り
て
、
雪
ふ
み
分
て
君
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ふ
り

み

ん

と
は
と
云
し
も
、
§
見
参
と
い
ふ
べ
き
に
や
。
　
初
氷

　
　
　
　
　
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
ふ
り

初
氷
解
る
　
氷
は
ひ
ゆ
る
、
氷
は
こ
る
也
。
［
日
本
釈
名
］
　
冬
牡
丹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
う
か
ん

　
八
月
よ
り
葉
出
て
、
十
月
よ
り
花
ひ
ら
く
。
臓
寒
猶
花
あ
り
。
［
大

　
　
　
　
　
つ
　
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
わ
ん
ど
う

和
本
草
］
　
大
茎
の
花
　
俗
に
つ
は
ぶ
き
と
い
ふ
。
歎
冬
な
り
。
又
、

と
こ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
わ
ん
と
う
く
わ

杜
衡
を
以
、
つ
は
ぶ
き
と
す
る
も
の
あ
り
。
『
本
草
綱
目
』
歎
冬
花
の

　
　
　
　
　
　
　
　
た
く
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
す

條
下
に

云
、
一
名
棄
吾
。
蘇
頒
云
、
笥
又
、
紅
花
の
者
あ
り
。
葉
荷

の

如

v
に
し
て
、
そ
の
大
な
る
も
の
一
舛
を
入
る
。
小
な
る
も
の
数
合

　
　
　
　
　
よ
び
　
ほ
う
と
え
う

を
入
る
。
俗
呼
て
蜂
斗
葉
と
す
。
又
水
斗
（
1
　
1
百
十
七
ウ
）
葉
と
名
つ

　
　
　
　
　
い
は
ゆ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
う

く
。
蘇
恭
か
所
謂
、
大
サ
葵
の
如
V
に
し
て
叢
生
す
、
と
い
ふ
も
の
是

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
く
ぢ

也
。
急
就
草
に
云
、
剰
吾
は
歎
冬
に
似
て
腹
に
糸
あ
り
。
陸
地
に
生
す
。

花
、
黄
色
也
。
こ
の
両
物
、
こ
の
方
に
い
ふ
、
つ
は
ふ
き
に
似
た
り
。

又

『
和
名
妙
』
に
云
、
蜘
冬
。
『
本
草
（
綱
目
）
』
に
云
、
一
名
は
虎
麹
、

　
　
や
ま
ふ
ざ
き
　
　
　
　
や
ま
ふ
き

和

名
夜
未
不
々
木
、
＝
K
、
夜
未
布
木
。
『
万
葉
集
』
に
云
、
山
吹
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
う

と
あ
れ
ど
、
今
山
吹
と
称
す
る
も
の
は
茶
薩
花
也
。
欺
冬
の
葉
、
蕗
に

似
た

れ

は
、
昔
は
山
ぶ
き
と
い
ひ
し
を
、
後
に
、
つ
は
、
或
は
、
つ
は

ふ

き
な
ど
名
つ
け
た
る
な
る
べ
し
。
　
寒
菊
　
小
花
ひ
ら
く
。
花
の
大

　
　
　
　
ま
れ

な
る
者
は
希
也
。
京
師
尤
よ
ろ
し
。
　
八
手
の
花
　
『
和
漢
三
才
図
会
』

に
、
五
六
月
に
白
花
開
ク
と
い
ふ
者
は
別
種
也
。
『
大
和
本
草
』
に
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ま
び
ら
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ざ

た
る
者
、
是
也
。
正
字
詳
な
ら
す
。
　
茶
の
花
　
本
朝
、
茶
を
植

る
の
地
多
し
。
そ
の
内
、
山
城
薗
を
以
第
一
と
す
。
駿
州
阿
部
川
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ト

近
世

又
、
園
州
の
山
中
、
多
く
こ
れ
を
栽
。
伊
勢
、
劃
、
肥
前
、
筑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
う
　
　
　
　
ざ
ざ
ん
く
わ

前
等
、
各
そ
の
地
に
よ
り
て
そ
の
名
を
称
す
。
　
山
茶
花
　
そ
の
葉
、

い

ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い

飲

と
な
す
べ
し
。
故
に
茶
の
名
あ
り
。
　
麦
蒔
　
大
抵
、
小
雪
前
後
を

と
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

候
と
す
。
　
寒
梅
　
寒
梅
は
八
重
（
1
　
l
t
u
＋
八
オ
）
な
り
、
香
な
し
。

九
月
に
花
ひ
ら
く
。
梅
の
い
と
は
や
き
も
の
也
。
濁
国
山
、
こ
れ
に
次

て
は

や

く
開
く
。
ひ
と
へ
の
紅
梅
也
。
凡
、
冬
至
よ
り
前
に
ひ
ら
く
を

早
梅
－
v
い
ふ
o
　
［
篤
信
花
譜
］
　
帰
り
花
　
正
花
也
。
花
の
座
を
持
。

　
　
　
　
　
た
ん
え
う

　
水
仙
花
　
単
葉
な
る
も
の
、
そ
の
中
l
酒
蓋
あ
り
。
深
黄
に
し
て
金

色

な
る
を
金
蓋
銀
台
と
い
ふ
。
千
葉
な
る
者
、
是
を
玉
閨
と
い
ふ
0

　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
ゐ
く
わ
い
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
く
　
　
ふ
く

［本
草
］
［
活
法
］
湯
夷
華
陰
の
人
、
水
仙
花
八
石
を
服
し
て
颯
仙
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
は
　
　
　
　
　
　
く
わ
い
く
わ
き
ば
み

る
こ
と
を
得
た
り
と
い
ふ
こ
と
あ
り
。
　
枇
杷
の
花
　
椀
花
黄
て
、

き
よ
し
ほ
う
　
　
　
　
　
　
き
ば
み
　
い
し
や

挙
子
忙
た
り
。
枇
杷
黄
て
医
者
忙
た
り
。
［
五
雑
組
］
　
散
紅
葉
　
名
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こ
が
ら
し

の

草
枯
る
、
　
花
の
字
色
の
字
結
び
て
秋
な
り
。
［
御
傘
］
　
髄
　
風
、

木
上
を
過
る
を
劇
－
U
い
ふ
0
　
［
字
彙
］
或
は
刹
に
作
る
。
冬
時
の

し
つ
ふ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ま
び
ら
か

疾
風

な
り
。
又
俗
、
刷
に
作
る
。
本
朝
の
俗
字
也
。
音
詳
な
ら
す
。

　
　
　
　
　
は
て

木
か

ら
し
の
果
は
あ
り
け
り
海
の
音
、
言
水
。
　
鶯
の
子
鳴
　
冬
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
い
お
ん

鶯
、
薮
中
に
鳴
く
も
の
あ
り
。
し
か
れ
と
も
正
音
に
あ
ら
す
。
こ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
ん

さ
1
鳴
と
い
ふ
0
或
は
、
今
春
生
ず
る
所
の
鶯
、
和
暖
に
感
じ
て
声
を

は

つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
つ

発
す

と
い
へ
り
。
実
に
し
か
る
や
。
さ
！
鳴
や
日
な
か
の
里
の
雪
明
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
れ
お
は
な
　
　
　
　
　
ひ
ら
き
　
　
　
　
ふ
ゆ
つ
ば
き

り
、
羅
文
。
（
二
百
十
八
ウ
）
枯
尾
花
　
落
葉
　
柊
の
花
　
冬
椿
　
枯

　
二
三
冬
一
　
　
雪
　
六
花
　
［
韓
氏
外
伝
］
凡
、
草
木
の
花
、
多
く
は

　
　
　
　
つ
く
　
　
　
　
　
　
む
つ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
い
す
う

五
出
、
雪
花
独
リ
六
出
o
朱
子
云
ク
、
地
六
は
水
の
成
数
、
雪
は
水
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
ざ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
じ
は

ひ

て
花

を
な
す
故
に
六
出
q
　
雪
吹
　
雪
に
風
の
交
る
也
。
　
玉
塵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
き
け
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ま
の
ち
り

玉員
、
又
同
シ
。
雪
を
い
ふ
也
。
　
雪
消
　
食
を
と
＼
の
へ
て
寒
気

　
ふ
せ
を
防
く
を
雪
剴
と
い
ふ
。
　
は
た
れ
雪
　
ロ
ハ
は
た
れ
と
ば
か
り
も
詠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
た
　
れ

り
o
春
の
雪
を
い
ふ
と
い
へ
る
説
あ
り
。
『
藻
汐
草
』
に
、
薄
太
乱
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
る

出
つ
。
　
か
た
ひ
ら
雪
自
雪
夜
衣
に
か
け
て
う
す
き
を
い
ふ
。

　
　
　
　
か
た
ひ
ら

た
ひ
ら
は
帷
子
の
略
な
る
よ
し
、
雪
碇
い
へ
り
。
愚
按
ず
る
に
、
か
た

　
　
　
か
た
ひ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
さ

ひ

ら
は
片
繭
な
る
へ
し
。
『
五
雑
組
』
に
云
、
雪
の
い
ま
だ
花
を
成
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ほ
り

る
も
の
を
今
の
俗
、
米
糧
雪
と
い
ふ
。
雨
水
初
て
凍
て
結
び
な
る
者
也

と
。
是
、
本
邦
の
俗
に
い
ふ
風
相
也
o
惟
の
和
訓
か
た
ひ
ら
と
い
ふ
も
、

　
か
た
ひ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
ひ
ら

元
片
平
の
意
也
。
し
か
れ
は
片
龍
雪
は
、
初
冬
の
雪
を
い
ふ
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ひ
ら
　
　
　
　
　
　
せ
つ
く
わ
た
ひ
ら

（
二
百
十
九

オ
）
‖
雪
は
手
平
雪
に
て
、
雪
花
手
平
の
ご
と
き
を

い

ふ
に

や
。
　
雪
し
ま
き
　
『
（
俳
譜
　
）
御
傘
』
に
、
ゆ
き
し
ま
き
は

時
雨
と
雪
と
風
の
交
は
る
也
と
い
へ
れ
ど
、
北
地
の
人
の
い
ふ
に
は
、

　
　
つ
む
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
け
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ち
ま
ち

雪
に

麗
の
交
る
な
り
。
北
国
の
路
径
、
も
し
こ
れ
に
あ
へ
は
忽
、
雪
中

　
こ
さ
へ
し
　
　
　
　
ふ
ざ
き

に

凍
死

す
。
　
雪
吹
倒
れ
　
『
増
山
の
井
』
に
出
た
り
。
雪
し
ま
き
の

た

く
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
お
こ
し
　
　
　
　
　
お
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
う

類
に
や
。
　
雪
作
雪
の
作
ら
ん
と
す
る
時
、
雷
こ
れ
に
応
ず
る
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
く
か
ん
　
　
う
け
い

多
く
北
地
に
あ
り
。
　
雪
竿
　
北
越
の
人
、
冬
月
竹
竿
を
路
径
に
立
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
び
　
お
と
す

雪
の
深
サ
を
し
る
を
雪
『
と
い
ふ
。
　
雪
や
け
　
寒
気
指
を
堕
と
い
ふ

　
　
　
　
　
　
　
ま
う
け
　
　
　
　
こ
か
し

も
の
是
也
。
　
雪
団
　
雪
転
　
○
雪
仏
○
雪
乃
布
袋
○
雪
達
磨
○
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
ん

燈
籠
○
雪
獅
子
○
雪
中
小
児
の
戯
に
、
雪
を
ま
ろ
ば
し
て
団
と
な
し
、

　
　
　
　
　
つ
か
ね
　
　
　
　
　
　
か
た
ち
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
つ
ぶ
て

或

は
、
雪
を
束
て
種
々
の
形
を
作
す
。
　
雪
礫
　
雪
打
○
皆
雪
中
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
つ
ざ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
　
り
　
き
や
う
　
　
　
　
　
で
い
こ
う

戯
な

り
。
　
雪
の
山
　
雪
山
は
雑
な
り
。
　
雪
車
　
権
は
萬
の
泥
行
せ

　
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
じ
き

し
具
也
。
『
史
記
』
に
み
ゆ
。
○
信
安
、
槍
、
景
之
間
、
冬
月
（
二
百

　
　
　
　
リ
　
ヲ
　
ニ
ク
ヲ
フ
ヲ
ト

十
九

ウ
）
作
二
小
床
一
氷
上
曳
レ
之
謂
二
之
凌
因
一
［
沈
存
中
筆
談
］
○
閥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
　
り

周
o
　
［
東
披
集
］
と
も
に
、
此
方
に
い
ふ
雪
車
の
類
也
。
雪
車
は
北
越

　
　
　
　
　
　
　
た
き
ご
　
こ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
ち
　
　
わ

の

人
、
雪
中
に
薪
を
樵
の
具
也
。
木
を
以
こ
れ
を
造
る
。
そ
の
形
、
輪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
つ
し
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ

な
き
地
車
の
如
し
。
故
に
雪
車
の
名
あ
る
か
。
山
中
樵
る
所
の
薪
を
雪

り
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ろ
ば

車
に
積
み
、
山
下
に
こ
れ
を
転
し
下
し
、
平
地
に
至
り
て
こ
れ
を
引
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

則
、
右
足
を
以
こ
れ
を
行
る
。
船
の
織
の
如
し
。
其
雪
車
を
行
る
時
は

　
　
ひ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
う
や
く

必
ス

鄙
歌

を
う
た
ふ
。
こ
れ
を
雪
車
歌
と
い
ふ
。
漸
そ
の
家
に
近
づ
く

　
　
　
　
　
　
そ
　
り
う
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
か

時
、
妻
子
そ
の
雪
車
歌
を
聞
て
、
夫
の
帰
れ
る
を
知
り
、
出
迎
へ
た
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
う
か
　
　
ひ
き
よ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
あ
い
　
　
せ
う

け
て
家
に
至
ら
し
む
。
そ
の
唱
歌
、
鄙
曲
と
い
へ
と
も
、
甚
感
哀
を
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
　
り

ズ
。
北
地
の
人
の
辛
苦
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
近
来
雪
車
の
句
作
あ
る
を
み

　
　
　
　
　
　
そ
り
の
　
　
　
た
き
シ
つ
む
　
　
の
り

る
に
、
多
く
は
雪
車
に
乗
る
と
い
ふ
。
雪
車
は
薪
を
積
の
み
、
人
の
乗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
じ
き

あ
り
く
物
に
は
あ
ら
ず
。
『
史
記
』
『
太
平
記
』
の
権
に
は
乗
る
べ
し
。
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つ
な
ぬ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ら
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
く
つ

　
綱
貫
　
北
地
の
人
、
雪
中
用
る
と
こ
ろ
の
草
鮭
な
り
。
　
雪
履
　
雪

　
　
　
　
　
し
や
く
せ
つ
こ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
つ
し
よ
　
し
よ
く
　
　
が
　
び
ざ
ん

女
　
山
中
、
積
雪
凝
て
気
を
な
す
者
　
雪
蛆
　
蜀
の
峨
眉
山
、
夏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
つ
し
よ
ゆ
き
の
は
へ

し
や
く
せ
つ
ち
う

積

雪
中
、
雪
蝿
あ
り
。
［
五
雑
組
］
雪
蛆
は
夏
也
。
今
、
類
を
以
こ
s

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
だ
へ

に

出
せ
り
。
　
雪
の
肌
　
美
人
に
い
ふ
所
に
せ
も
の
な
り
。
（
二
百
二

十
オ
）
冨
士
の
雪
　
『
（
俳
譜
）
御
傘
』
に
は
『
万
葉
（
集
）
』
の
、
不

1lの
峯
に
ふ
り
お
く
雪
は
み
な
月
の
望
に
け
ぬ
れ
は
そ
の
夜
ふ
り
け
り
、

と
い
ふ
歌
を
引
て
雑
と
す
。
『
（
俳
譜
）
無
言
抄
」
に
は
、
赤
人
の
田
子

の
浦
の
歌
、
『
新
古
今
（
和
歌
集
）
』
冬
の
部
に
入
た
り
と
て
冬
と
す
。

ひ

つ

き
や
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ぐ
わ
ん

畢

寛
、
一
句
に
よ
り
て
季
を
定
む
べ
し
。
　
霜
　
鷲
管
山
の
霜
、
紫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
ん
さ
う

を
染
べ
し
。
［
湘
潭
記
］
催
は
霜
の
白
き
者
也
。
［
説
文
］
又
、
玄
霜
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
く
さ
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ふ
り
と
づ

り
0
氷
氷
の
轄
［
八
雲
御
抄
］
［
藻
汐
草
］
凍
閉
る
を
い
ふ
。

　
う
す
ら
ひ
　
つ
ら
ら
　
た
る
ひ
　
つ
ら
ら
　
た
る
ひ

　
薄
氷
　
氷
柱
　
垂
氷
　
氷
柱
、
垂
氷
お
な
じ
も
の
な
か
ら
、
歌
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
ト

垂
氷
と
の
み
詠
り
。
蒼
下
衝
る
の
水
、
氷
れ
る
な
り
。
　
銀
竹
　
こ
れ

　
た
る
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ

も
垂
氷
也
。
羅
山
子
は
、
雨
を
い
ふ
と
い
へ
り
。
李
白
詩
に
、
白
雨
映
ニ

　
　
ニ

　
　
　
ト
ン
テ
　
タ
リ
　
　
　
ニ

寒

山
一
森
々
　
似
二
銀
竹
一
。
　
厚
氷
‖
、
刑
花
。
　
氷
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
も
か
ざ
み

大
寒
の
と
き
、
氷
に
音
あ
る
を
い
ふ
也
。
　
氷
面
鏡
　
氷
の
鏡
に
似
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
べ
か

る
を
い
ふ
。
蔵
玉
抄
注
に
、
鈴
鹿
川
に
あ
り
と
い
ふ
。
所
を
定
ず
と
も

　
　
　
　
　
　
こ
ざ
り
ふ
な
　
に
こ
ざ
り
　
み
ぞ
れ
　
　
　
カ

い

ふ

べ

し
。
　
凝
鮒
　
煮
凍
　
異
　
孫
面
（
価
）
云
ク
、
劃
は
雨
雪
、

　
ま
じ
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
ぞ
　
れ

相
雑
る
な
り
。
師
説
二
日
、
三
曾
礼
。
［
和
名
⑨
］
又
霰
。
『
爾
雅
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
そ
　
れ

（
二
百
二
十
ウ
）
に
云
、
霰
は
氷
雪
の
雑
り
下
る
也
。
和
名
、
美
曾
礼
。

［同
抄
］
翼
、
翻
と
も
に
、
和
名
み
そ
れ
と
訓
ス
。
又
電
、
『
和
名
紗
』

　
あ
　
ら
　
れ

に

安
良
礼
と
訓
ス
。
今
の
俗
、
詞
を
あ
ら
れ
と
し
、
蜀
を
ひ
や
う
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん

ふ
o
こ
の
1
1
1
の
も
の
は
、
そ
の
品
相
似
て
、
名
も
又
相
混
ず
。
『
（
和
漢
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ん

朗
詠
集
』
に
、
詞
を
あ
ら
れ
と
訓
ス
。
こ
れ
よ
り
霰
を
あ
ら
れ
と
よ
み

　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ

来
れ
る
欺
。
愚
按
ず
る
に
、
冬
降
る
も
の
を
霰
と
い
ひ
、
夏
降
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
こ
な
ま

を
電
と
い
ふ
。
電
は
補
角
反
、
音
ほ
う
也
。
今
の
俗
、
託
り
て
ひ
や
う

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
う

と
い
ふ
是
な
り
。
　
霰
　
［
朗
詠
集
］
　
電
　
［
和
名
紗
］
電
t
2
1
1
1
出
O

　
　
　
　
　
　
　
ほ
う
　
　
　
　
　
　
さ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ざ
　
　
　
　
　
　
さ
む

［陸
佃
埠
雅
］
○
電
は
是
、
霰
に
似
て
大
な
る
者
也
。
但
、
霰
は
寒
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
す

し
て
、
雨
、
習
は
寒
か
ら
ず
。
霰
は
晴
が
た
く
し
て
、
園
は
晴
易
し
。

し
　
ロ
つ
　
ロ
つ

畷
雨
の
如
v
然
り
。
北
方
、
常
に
こ
れ
に
遇
。
相
伝
ふ
、
龍
過
る
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
い
　
　
ろ

は
則
、
電
下
る
。
四
時
皆
あ
り
。
謝
氏
云
ク
、
余
、
斉
・
魯
に
あ
り
て
、

四
五
月
の
間
、
屡
こ
れ
を
見
る
。
必
し
も
冬
な
ら
ず
。
し
か
し
て
、
電

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
り
む
す

下

る
の
地
は
、
禾
麦
年
を
経
て
生
せ
ず
。
蓋
シ
、
冷
気
凝
結
び
て
地
に

　
　
　
　
　
　
　
く
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
り

入

り
、
い
ま
だ
化
せ
ざ
る
の
み
。
史
書
に
載
す
る
所
、
冨
、
大
サ
桃
李

　
　
　
　
た
ま
ご

の

如

く
、
難
子
の
如
く
、
斧
の
如
く
な
る
者
あ
り
。
惟
、
武
帝
元
封
中
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
こ
う

電
大
サ

馬
頭
の
如
き
も
の
極
れ
り
。
『
稽
神
録
』
に
又
載
ス
、
楊
行
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
じ
や
う

ラ
（
1
l
u
n
l
　
1
十
　
1
オ
）
い
ふ
、
天
祐
の
初
メ
、
鼓
城
に
あ
り
て
暑
を
仏

　
　
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

寺
に
避
く
。
忽
チ
、
大
声
地
に
震
ふ
を
聞
く
。
走
り
て
門
外
を
視
れ
は
、

　
　
　
ほ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ろ
う
　
ひ
と

乃

チ
一
電
を
見
る
。
そ
の
大
サ
寺
楼
と
等
し
。
地
に
入
る
こ
と
丈
余
ば

　
　
　
　
　
へ
き
　
こ
と
た
ん
ぜ
ん
　
う
ち
う

か

り
、
月
を
経
て
乃
チ
消
ゆ
。
そ
の
言
、
誕
然
に
似
た
れ
と
も
、
宇
宙

の

間
、
恐
ら
く
は
亦
何
ぞ
あ
ら
ざ
る
所
あ
ら
ん
。
［
五
雑
組
］
こ
れ
ら

の

説

を
お
も
へ
は
、
冒
は
夏
た
る
べ
し
。
今
、
類
を
こ
s
に
出
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
そ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
れ

霰
酒
　
南
都
の
産
な
り
。
又
藁
酒
と
も
い
ふ
。
酒
中
、
霰
に
似
た
る

か
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
し
た
ご
み

糟

あ
り
。
　
霰
地
の
錦
石
畳
の
文
あ
る
錦
を
い
ふ
か
と
雪
碇
い
へ

　
　
　
　
　
　
　
く
わ

り
0
表
袴
の
文
、
案
に
あ
ら
れ
あ
り
。
石
畳
を
あ
ら
れ
と
い
ふ
。

あ
ら
れ
か
ま

霰

釜

　
霰
餅

　
此
類
す
べ
て
糊
也
o
季
を
も
た
せ
た
ら
ば
冬
な
る
べ
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い
て
る
　
ふ
き
し
ゅ

し
o
お
も
き
景
物
は
一
句
に
よ
る
也
。
　
凍
　
不
亀
手
の
薬
　
［
荘
子
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ゴ
ふ
る

寒
中
手
の
こ
、
え
ざ
る
薬
也
。
　
凝
　
つ
め
た
き
寒
の
字
を
書
り
。

さ
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
か
ぎ
れ

冴
る
　
寒
し
　
腓
　
ひ
え
ひ
ら
く
の
略
o
ひ
ら
く
は
痛
也
。
　
鞍
　
赤

　
　
　
　
　
　
　
す
み
か
ま

切
の
略
に
や
。
　
炭
竃
　
闘
、
売
園
翁
。
　
炭
　
○
小
野
炭
○
池
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
い
た
ん
お
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
り

炭

o
さ
く
ら
炭
○
枝
炭
（
1
l
u
n
l
　
1
十
　
1
ウ
）
　
O
切
炭
○
廻
炭
○
炭
斗
○

　
　
　
　
　
　
　
　
か
し
ら

輪
炭
○
炭
俵
。
　
炭
頭
　
一
俵
の
内
の
大
な
る
者
を
い
ふ
。
　
白
炭

　
　
　
　
　
　
つ
　
ぷ
　
じ

　
河
州
の
産
、
螂
燭
の
古
木
也
。
［
本
朝
食
鑑
］
　
細
炭
　
こ
れ
も
白
炭

　
　
　
　
け
だ
も
の
ず
み
　
　
し
ん
　
　
よ
う
し
う
　
　
　
　
　
も
つ
　
　
　
　
　
か
た
ち

な
り
。
　
獣
　
炭
　
晋
の
羊
誘
、
炭
を
用
て
獣
の
形
を
作
る
。
『
（
和
漢
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
　
　
ン
　
　
　
　
　
ノ
　
　
ヲ

朗
詠
（
集
）
』
に
、
近
日
那
離
二
獣
炭
辺
一
是
也
。
よ
も
す
か
ら
人
こ
そ

と
は
ね
け
た
も
の
＼
炭
の
火
を
の
み
わ
か
友
に
し
て
、
道
長
の
歌
な
り
。

　
ほ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
　
　
お
ほ

　
楕
　
ほ
た
は
火
た
も
つ
の
略
也
。
　
助
炭
　
冬
春
地
櫨
を
覆
ふ
具
な
り
。

　
か
く
ひ

　
こ
た
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
あ
ぷ
り

　
火
燵
　
置
火
た
つ
、
姻
橿
。
　
火
鉢
　
○
手
櫨
○
手
焙
○
火
桶
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
す
ま
　
よ
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
く
　
　
き
ん
　
　
　
　
　
わ
う
も
う

懐
櫨
。
　
埋
火
　
蒲
団
　
裳
　
横
　
頭
巾
　
古
の
積
は
巾
な
し
。
王
葬

　
か
し
ら
と
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ん
　
ほ
ど
こ

が

頭

禿

な
り
。
乃
チ
始
て
巾
を
施
す
。
［
察
琶
独
断
］
　
足
袋
　
単
皮
。

　
　
　
　
　
　
た
　
び

［和
名
⑳
］
踊
皮
。
［
太
平
記
］
○
野
人
、
鹿
の
皮
を
以
、
半
靴
と
な
す
。

　
　
　
た
び
　
　
　
　
　
　
た
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ん
し
ゃ
く

こ
れ
を
多
鼻
と
い
ふ
。
　
袋
蹟
皮
　
皮
矧
袋
、
刺
矧
袋
。
　
温
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ん
ほ
　
ど
う
き

劃
石
（
二
百
二
十
ニ
オ
）
湯
婆
　
銅
器
に
湯
を
入
れ
て
、
手
足
を
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
こ
　
　
か
み
こ
　
　
　
さ
ゆ

た
！
あ
る
者
。
　
綿
帽
子
　
綿
衣
　
紙
衣
　
月
冴
る
　
鐘
さ
ゆ
る
　
大

　
　
　
か
ぶ
ら
　
に
ん
じ
ん
　
く
き
な
　
　
　
　
　
　
　
き

根

引
　
蕪
　
胡
羅
葡
　
茎
菩
　
冬
菜
　
茎
漬
　
葱
　
樹
閑
○
葱
は
、
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ぎ

剖
、
わ
け
剖
、
か
り
剖
、
あ
さ
つ
剖
と
、
す
べ
て
剖
の
一
字
を
以
称
ス
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
り
ほ
し
だ
い
こ
ん
　
ほ
し
な

故
に

斗
‖
の
名
あ
り
。
　
切
乾
羅
萄
　
乾
菜
藷
、
か
け
菜
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ち
　
は

　

枯
芦
　
木
の
葉
　
‖
雨
、
ハ
。
　
朽
葉
　
色
む
す

　
　
　
マ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
た
ら
の
　
く
だ
ら
の
　
こ
ん

ひ

て

て

も
冬
な
り
。
　
枯
野
　
朽
野
　
百
済
野
と
混
す
べ
か
ら
す
。

た
か
　
は
い
た
か
　
こ
の
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ざ
め
た
か
　
ゑ
つ
さ
い

鷹
　
鶴
　
兄
鶴
　
鶴
の
雄
也
o
　
雀
鶴
　
雀
妥
　
雀
鶴
の
雄
な
り
。

　
　
　
は
し
た
か

は
や
ぶ
さ
　
　
の
　
せ
は
や
ぶ
さ
の
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

隼
　
鶴
鵬

　
鵠
　
隼
の
雄
也
o
ぬ
く
め
鳥
を
な
す
者
、
こ
の
鵠
也
と

　
　
　
　
さ
し
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ま
た
か
　
わ
し

い

ふ
。
　
鵯
鳩
　
（
二
百
二
十
ニ
ウ
）
小
隼
な
り
。
　
角
鷹
　
鵬
　
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
　
こ

し
こ
鳥
　
鷹
の
異
名
。
　
鷹
匠
　
追
鳥
狩
　
列
卒
を
以
、
維
子
を
追
ひ

出
し
捉
る
也
。
又
、
維
子
に
も
限
ら
ず
、
す
べ
て
の
鳥
を
も
と
る
べ
し
。

　
と
さ
け
び
　
　
そ
れ
た
か

　
鳥
叫
　
翰
鷹
を

呼
ぶ
也
。
又
、
狩
人
の
、
声
を
あ
げ
て
鳥
を
追
音

　
　
　
　
　
　
そ
れ
　
　
　
ぬ
す
た
ち
と
り

を
も
い
ふ
。
　
蒐
鷹
　
楡
立
鳥
　
草
な
ど
に
か
く
れ
た
る
鳥
の
、
鷹
に

　
　
　
　
　
　
ひ
そ
か

お

そ
れ
て
、
窃
に
た
つ
を
い
ふ
。
　
ぬ
き
た
つ
鳥
　
鷹
に
あ
ふ
て
、
草

　
か
げ
の

蔭
を
飛
ぶ
鳥
な
り
。
　
を
し
へ
草
鳥
あ
る
所
を
鷹
に
し
ら
す
る
也
。

鷹
の
鳥
を
お
ひ
落
し
た
る
所
を
落
草
と
い
ふ
。
そ
の
落
草
の
上
を
、
羽

を
引
て
し
ら
す
る
な
り
。
　
落
草
　
鷹
の
鳥
を
追
落
シ
た
る
と
こ
ろ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か

草
也
。
　
力
草
　
鷹
の
鳥
を
と
ら
へ
、
片
足
に
て
草
を
掴
み
、
飛
立
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
や
ぶ
さ
ゆ
ふ
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
も
す
か
ら

ぬ

也
。
　
ぬ
v
め
鳥
鵠
、
夕
に
鳥
を
と
ら
へ
、
終
夜
足
を
あ
た
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
　
こ
な
は
　
し
ト
か
り

め
、
あ
し
た
に
は
は
な
ち
や
る
と
そ
。
　
列
卒
縄
　
鹿
狩
に
縄
を
引
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
　
こ

鹿
を

追
出
す
也
。
［
藻
汐
艸
］
　
鷹
に
も
列
卒
入
る
f
こ
と
勿
論
な
り
。

　
か
も
た
か

　
鴨
鷹
　
鴨
を
と
る
鷹
な
り
。
　
鷹
犬
（
二
百
二
十
三
オ
）
狩
杖
　
犬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
し
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
つ

を
牽
も
の
、
持
つ
杖
也
。
是
、
田
犬
を
禁
る
也
。
桜
の
木
を
用
て
作
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
し

長
サ
は
、
鷹
匠
の
笠
の
端
の
た
け
に
切
る
。
犬
飼
は
目
の
通
り
に
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ぶ
し
さ
す

べ
て
切

る
な
り
。
　
狩
場
　
真
柴
繋
　
狩
人
の
弓
か
く
し
に
柴
を
さ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ト

也
o
又
、
木
な
ど
折
か
け
て
廟
の
や
う
に
し
て
、
鳥
獣
を
捕
る
こ
と
！

も
い
へ
り
。
又
、
人
の
目
を
見
て
、
鳥
の
驚
き
た
つ
ゆ
ゑ
に
、
柴
も
て
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お
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
し
と
り

覆
ひ

隠
る
s
也
o
よ
り
て
、
目
柴
磐
と
書
と
い
ふ
説
あ
り
。
鴛
鴛

を
し
の
ふ
す
ま
よ
る
　
ふ
す
ま
　
　
　
　
　
　
ゑ
が
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
も

鴛
裏
夜
の
蓑
に
鴛
貴
を
画
る
也
。
［
八
重
垣
］
　
亮
　
よ
く
沙
石
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
ん

食
ふ
。
皆
消
化
す
。
ロ
バ
、
海
蛤
を
食
ふ
て
消
化
せ
ず
。
糞
に
随
て
出
つ
。

　
し
ろ
か
も
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
い
　
さ
　
　
す
ざ
か
も
　
さ
き
か
も

　
白
鼻
　
o
黒
見
○
阿
伊
佐
○
鈴
見
○
鷺
亮
。
　
あ
ぢ
む
ら
　
園
巴
、

鶏
脚
共
に
あ
ち
か
も
と
訓
ズ
。
『
夫
木
集
』
（
『
夫
木
和
歌
抄
』
）
西
行
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
は

と
ち
そ
む
る
氷
を
い
か
に
い
と
ふ
ら
ん
あ
ぢ
む
ら
わ
た
る
諏
訪
の
入
海
。

　
　
　
　
　
あ
ち
か
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ど
り

あ
ぢ
む
ら
は
鶏
鱗
の
む
ら
だ
ち
わ
た
る
也
。
　
水
鳥
　
浮
寝
鳥
　
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ら

『
万
葉

（集
）
』
に
、
乳
鳥
、
又
鳶
。
○
川
ち
と
り
○
浦
千
鳥
○
群
千

鳥
○
小
夜

ち
ど
り
○
浜
千
鳥
○
磯
ち
と
り
○
夕
波
ち
ど
り
○
友
衛
○
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
を
　
　
　
　
ひ
　
を

鳥
足
。
（
1
l
u
n
l
1
＋
1
1
1
ウ
）
氷
魚
　
氷
魚
の
使
　
山
城
・
近
江
、
氷
魚

網
代
一
ヶ
所
。
其
氷
魚
、
九
月
よ
り
十
二
月
ま
で
貢
ず
。
［
延
喜
式
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
し
つ
け

裂
側
の
事
、
『
大
和
物
語
』
に
見
え
た
り
。
　
柴
漬
　
冬
月
、
伏
見

　
　
　
　
ふ
し
つ
け
　
　
　
　
　
さ
　
つ
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
ふ
し
つ
け
　
　
　
　
　
な
ま
し
ば

の

里
人
、
柴
漬
を
以
、
雑
小
魚
を
と
る
。
柴
漬
の
法
、
生
柴
を
枝
葉
つ

　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

ら
ね
て
伐
る
こ
と
三
四
尺
余
、
河
水
の
浅
き
所
に
こ
れ
を
積
む
。
高
サ

　
　
　
　
　
　
　
ま
は
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ざ

水
面
を

出
つ
。
径
四
五
尺
。
寒
気
厳
な
る
時
は
、
水
中
凝
ゆ
。
こ
、

　
　
　
　
さ
　
つ
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
み

に

於
て
、
雑
小
魚
、
柴
の
下
に
集
る
。
則
、
網
を
柴
の
四
方
に
張
り
、

そ

の

柴

を
と
れ
は
、
魚
お
ど
ろ
き
走
り
て
網
に
入
る
。
立
春
の
後
、
水

や

う
や
く
あ
た
ト
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
つ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
へ
ど
り

漸
　
暖
也
。
故
に
諸
魚
聚
ら
ず
。
於
レ
是
は
じ
め
て
止
ム
。
　
凌
取

　
げ
ん
か
ん
　
　
ち
す
い
　
か
へ
ほ
　
　
　
　
　
と
る
　
　
あ
じ
う
　
　
　
　
　
　
さ
く

　
厳
寒
中
、
池
水
を
凌
乾
し
て
諸
魚
を
取
。
　
網
代
　
魚
を
取
る
柵
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
こ
　
ひ
　
き

宇
治

田
上
な
と
に
氷
魚
を
と
ら
ん
為
に
う
つ
も
の
也
　
夜
興
引
　
冬
の

　
　
　
　
　
　
け
も
の
　
　
か
る

夜
、
山
中
に
獣
を
狩
也
。
犬
を
引
ゆ
ゑ
に
、
猟
者
の
詞
に
よ
こ
引
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ぬ
き
か
り

ふ

也
。
『
わ
く
か
せ
輪
』
に
、
狸
狩
を
い
ふ
と
い
へ
り
。
又
、
今
式
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
ま
　
　
こ

は
、
犬
を
山
へ
入
れ
て
鹿
を
追
ふ
よ
し
記
せ
り
。
　
生
海
鼠
　
煎
淘
鼠
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
り
　
こ

　
　
　
　
　
た
ら
　
　
　
う
る
め
　
か
き
　
ふ
ぐ
と
ふ

金
淘
鼠
。
　
鱈
　
塩
鱈
　
鑑
　
牡
蠣
　
河
豚
　
河
豚
劃
○
今
の
俗
、
鯛

　
　
　
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
く
　
あ
は
び
ふ
ぐ
と
し
る
　
せ
い
し
に
ゆ
う

に

作
は

非

な
り
。
（
二
百
二
十
四
オ
）
鰻
は
飽
な
り
。
　
西
施
乳
　
［
北

　
　
　
ご
ひ
と
　
か
と
ん
　
は
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
く
じ
ら

山
経
］
呉
人
、
河
豚
の
腹
を
呼
て
西
揃
乳
と
す
。
［
詞
林
広
記
］
　
鯨

　
め
く
し
ら
　
　
い
さ
な
と
り
　
　
い
　
さ
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
じ
　
ら

　

蜆
　

勇
魚
取
　
伊
沙
那
［
万
葉
］
今
い
ふ
久
矢
辣
な
り
。
い
に

し
へ
は
、
弓
に
て
射
て
と
り
し
と
そ
。
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